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農
耕
図
は
古
く
か
ら
絵
巻
物
、
屏
風
図
、
掛
軸
、
浮
世
絵
、

絵
馬
、
磁
器
な
ど
に
描
か
れ
全
国
各
地
に
農
業
史
料
と

し
て
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の『
豊
年
萬
作
之
圖
』は
、
稲
作

の
全
工
程
を
、
一
図
に
凝
縮
し
て
描
く
画
法
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。絵
巻
物
の
よ
う
に
右
か
ら
中
そ
し
て
左
へ
と
、

「
籾
を
日
に
干
す
」→

「
種
を
蒔
く
」→

「
田
を
均
ら
す
」→

「
苗
取
り
」→

「
田
植
え
」→

「
草
取
り
」→

「
水
引
き
」→

「
稲
刈
り
」→

「
脱
穀
」→

「
調
製
」→

「
蔵
入
れ
」
と
、
米

作
り
を
一
目
瞭
然
に
理
解
で
き
る
絵
図
で
あ
る
。

家
族
総
出
で
米
作
り
に
精
を
出
す
農
村
の
人
々
の
表

情
に
も
笑
み
が
輝
き
、
豊
か
な
実
り
を
愛
で
る
雰
囲
気
が

滲
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
画
面
で
あ
る
。

日
本
民
族
が
培
っ
て
き
た
「
日
本
型
食
生
活
」の
原
風
景

が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

初
代
歌
川
国
貞
の
高
弟
の
一
人
で
あ
る
貞
虎
は
、
五

風
亭
と
も
称
し
て
い
る
。
彼
の
作
画
期
が
文
政
か
ら
天

保
期（
一
八
一
八
〜
四
四
）
以
外
、
詳
し
い
履
歴
は
分
か
っ

て
い
な
い
。
版
元
の
蔦
屋
重
三
郎
の
初
代
は
写
楽
や

歌
麿
の
錦
絵
の
刊
行
で
名
高
い
。
こ
の
貞
虎
の
作
品
は
、

天
保（
一
八
三
〇
〜
四
四
年
）の
後
期
こ
ろ
の
出
版
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
個
人
蔵
）

五
風
亭
貞
虎
作
『
豊
年
萬
作
之
圖
』

表
紙
の
解
説
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食の国際交流と豊かな食生活をめざして

キッコーマン FOOD CULTURE 第18号

野
菜
の
利
用
と
江
戸
時
代
の
食
生
活
（
一
）

ー
江
戸
に
暮
ら
す
大
名
の
食
事
と
野
菜
ー

江
戸
期
で
は
、
肥
料
や
農
具
の
発
達
に
よ
り
穀
類
は
も
と

よ
り
多
品
種
の
野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
た
。
大
根
を
例
に

と
っ
て
み
て
も
、
収
穫
時
期
や
産
地
、
形
な
ど
を
示
す

百
六
十
四
種
類
も
の
異
な
る
名
が
付
け
ら
れ
全
国
で
生
産

さ
れ
て
い
た
記
録
も
あ
る
。
第
一
回
は
、
江
戸
中
屋
敷
で

隠
居
生
活
を
お
く
る
大
名
の
日
常
食
と
行
事
食
を
通

し
て
、
食
卓
に
の
ぼ
る
野
菜
の
種
類
と
季
節
ご
と
の
摂
取

回
数
な
ど
を
、
十
か
月
に
亘
る
歴
史
資
料
か
ら
検
証
す
る
。

江
原
　
絢
子（
東
京
家
政
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

麺
類
で
は
じ
ま
る
わ
が
国
の
粉
食
史
（
三
）

ー
小
麦
栽
培
が
促
す
弱
小
農
民
の
自
立
ー

鎌
倉
中
期
、
弱
小
農
民
達
は
租
税
対
象
外
の
小
麦
を
山
林

原
野
を
開
墾
し
て
栽
培
し
、
手
持
ち
の
挽
臼
と
寺
社
で
会

得
し
た
麺
類
へ
の
加
工
と
食
法
で
米
以
外
の
食
糧
を
手
に

す
る
こ
と
を
覚
え
る
。
小
麦（
麺
）は
市
場
性
を
持
ち
、
彼

等
に
富
と
貨
幣
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
生
活
環
境
の
変
化

は
荘
園
主
や
領
主
・
名
主
と
の
隷
属
関
係
を
根
本
か
ら
覆

す
こ
と
に
な
る
。

寺
方
蕎
麦
銀
座
長
浦
当
主
　
伊
藤
　
汎

食
文
化
を
支
え
る
脇
役
た
ち（
三
）

ー
俎
板
（
ま
な
い
た
）の
役
割
と
変
遷
ー

既
刊
号
で「
箸
」
と「
膳
」の
発
展
を
検
証
し
た
。
今
回
は
、

脇
役
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
俎
板
」に
つ
い
て
、
そ
の
役
割
と

変
遷
を
検
証
す
る
。「
俎
板
」の
字
の
偏（
部
首
）の「
●ひ
と

」は
、

当
時
食
べ
物
に
し
て
い
た
鳥
獣
や
魚
な
ど
を
神
前
へ
献
上

し
て
い
た
肉
の
意
で
あ
る
。「
且そ

」
は
そ
の
供
物
を
載
せ
る

厚
み
の「
台
」の
意
味
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
調
理
技
術
の

発
達
に
伴
い
、
い
ま
の
よ
う
な
平
な
「
板
」に
変
化
し
、
更

に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の「
俎
板
」へ
と
進
化
し
た
。

監
修：

小
川
　
浩（
昭
和
女
子
大
学
講
師
）

新
連
載 
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境
に
あ
っ
て
栽
培
が
促
進
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
肥
料
や
農
具
の
発

達
に
よ
り
、
稲
、
麦
の
栽
培
だ
け
で
は

な
く
野
菜
類
の
大
量
生
産
が
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
か
ら
元
文

三
年
（
一
七
三
八
）
に
か
け
て
本
草
学
者

丹
羽
正
伯
が
各
地
に
調
査
さ
せ
た
農
産

物
を
み
る
と
「
穀
類
」「
菜
類
」「
瓜
類
」

「
菓
類
」
に
分
類
さ
れ
、
各
地
に
何
種

類
も
の
品
種
を
含
め
き
わ
め
て
多
く
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
根
だ
け
で

み
て
三
四
か
国
七
九
郡
の
資
料
に
、
一

六
四
種
類
の
異
な
る
名
称
が
み
ら
れ
る
。

夏
大
根
、
秋
大
根
、
三
月
大
根
、
四

月
大
根
な
ど
の
よ
う
に
時
期
を
示
す
名

称
。
江
戸
大
根
、
練
馬
大
根
、
尾
張
大

根
、
秦
野
大
根
な
ど
の
よ
う
に
産
地
名

を
示
す
名
称
。
ね
ず
み
大
根
、
細
根
大

根
の
よ
う
な
形
状
を
名
称
に
し
た
大
根

な
ど
様
々
な
名
称
が
み
ら
れ
る
。
な
す

も
丸
な
す
、
長
な
す
、
ひ
ょ
う
た
ん
な

す
、
赤
な
す
、
白
な
す
、
黒
な
す
、
は

り
な
す
、
き
ん
ち
ゃ
く
な
す
な
ど
多
様

で
あ
る
。

と
く
に
江
戸
、
京
都
、
大
坂
の
三
都

は
大
消
費
地
で
あ
り
、
生
鮮
食
品
で
も

あ
る
野
菜
類
の
供
給
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

都
市
の
周
辺
地
域
の
農
村
が
中
心
と
な

っ
た
。

江
戸
を
含
む
武
蔵
の
国
の
産
物
を

記
し
た
『
武
江
産
物
志
』（
次
ペ
ー
ジ
写
真
）

（
一
八
二
四
）
に
は
、
産
物
地
と
野
菜
類

の
関
係
を
記
し
て
い
る
。「
大
根
・
人
参
」

（
練
馬
）、「
秋
菜
」（
小
松
川
）、「
つ
け
菜
」

（
三
河
島
）、「
水
菜
・
水
芹せ

り
・
み
つ
ば
芹
・

春
菊
」（
千
住
）、「
ご
ぼ
う
」（
岩
槻
）、

「
青
芋
・
紫
芋
」（
葛
西
）、「
な
す
」（
駒
込
・

千
住
）、「
と
う
も
ろ
こ
し
」（
内
藤
宿
）

な
ど
の
ほ
か
、
各
種
の
「
瓜
類
」「
ら
っ

き
ょ
う
」「
に
ら
」「
み
ょ
う
が
」
な
ど

多
様
な
野
菜
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
果
物
も
多
く
記
載
さ
れ
「
梅
、

杏
子

あ
ん
ず

、
桃
、
梨
、
柿
、
枇
杷

び

わ

、
柚
、
い

ち
じ
く
」
な
ど
各
種
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
四
季
折
々
に

収
穫
で
き
る
異
な
っ
た
野
菜
類
は
、

人
々
の
食
生
活
を
豊
か
な
も
の
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
人
々
の
食

江原 絢子
（えはら　あやこ）

1943年 島根県に生まれる
お茶の水女子大学家政学部食物学科
卒業。博士（教育学）、東京家政学院
大学教授を経て、現在、同大学名誉
教授・客員教授。
（社）日本家政学会食文化研究部会部
会長、農林水産省技術会議委員。
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共著は『食生活と文化』（弘学出版
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出版 2008年）、『日本食物史』（吉川
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2009年）など。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
野
菜
の
多
く

は
、
各
時
代
に
海
外
か
ら
伝
来
し
た
も

の
で
、
日
本
を
原
産
と
し
て
い
る
も
の

は
、
う
ど
、
み
つ
ば
、
み
ょ
う
が
、
ふ

き
、
や
ま
い
も
な
ど
わ
ず
か
で
あ
る
。

古
代
に
は
定
着
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た

か
ぶ
、
大
根
、
ね
ぎ
、
か
ら
し
菜
、
う

り
類
、
な
す
な
ど
も
中
国
大
陸
、
朝
鮮

半
島
を
経
て
伝
来
し
た
も
の
を
栽
培
種

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
十
六
世
紀
に
南
蛮
貿
易
に

よ
り
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
か
ぼ
ち
ゃ
、

す
い
か
、
と
う
が
ら
し
、
甘
藷

か
ん
し
ょ

（
さ
つ

ま
芋
）
な
ど
や
明
と
の
貿
易
で
伝
来
し

た
と
さ
れ
る
人
参
、
セ
ロ
リ
、
ほ
う
れ

ん
そ
う
、
春
菊
な
ど
も
日
本
の
自
然
環

は
じ
め
に

野
菜
の
利
用
と
江
戸
時
代
の
食
生
活（
一
）

江
原
絢
子
（
東
京
家
政
学
院
大
学
名
誉
教
授
）



生
活
に
野
菜
類
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
た
の
か
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
食

べ
方
を
通
し
て
当
時
の
食
生
活
に
お
け

る
野
菜
類
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

し
か
し
江
戸
時
代
の
人
々
と
一
口
に

い
っ
て
も
、
階
層
に
よ
り
当
然
食
事
は

異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
流
階
層
の

食
事
と
庶
民
層
の
暮
ら
し
と
で
は
使
う

野
菜
類
も
そ
の
料
理
も
異
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
日
常
の
食
事

と
、
行
事
や
婚
礼
な
ど
の
儀
礼
的
食
事

と
で
は
ま
っ
た
く
そ
の
内
容
や
規
模
が

異
な
る
の
で
、
日
常
と
行
事
な
ど
の
特

別
食
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
野
菜
類
の

利
用
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ

ら
に
、
魚
介
類
に
比
較
し
て
野
菜
類
の

価
格
は
格
安
で
あ
っ
た
こ
と
、
野
菜
の

加
工
品
で
あ
る
漬
物
類
の
重
要
性
、
豆

腐
、
油
揚
げ
な
ど
の
日
常
食
に
多
用
さ

れ
た
安
価
な
加
工
品
の
製
造
、
販
売
な

ど
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

今
回
は
江
戸
に
暮
ら
し
た
隠
居
大
名

の
食
事
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
野
菜

類
の
利
用
、
季
節
性
な
ど
に
つ
い
て
み

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

庶
民
層
は
も
と
よ
り
上
流
階
層
の
食

事
記
録
に
つ
い
て
も
、
儀
礼
食
な
ど
に

つ
い
て
は
残
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、

日
常
の
食
事
に
つ
い
て
は
残
る
こ
と
は

ま
れ
で
あ
る
。

本
稿
で
用
い
た
中

心
史
料
で
あ
る
『
御
膳

日
記
』
は
、
寛
政
十
二

年
（
一
八
〇
〇
）
十
一
月

か
ら
翌
年
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
九
月
ま
で

の
約
十
か
月
、
ほ
ぼ
毎

日
の
食
事
内
容
を
記

録
し
た
史
料
で
あ
る
。

こ
の
史
料
は
国
文
学

研
究
資
料
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
最

初
は
誰
の
食
事
記
録

か
不
明
で
あ
っ
た
。

記
録
の
中
に
わ
ず

か
に
記
さ
れ
る
「
御

前
様
」、「
大
殿
様
誕

生
ニ
付
」
な
ど
を
手

掛
か
り
に
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
史
料

は
、
信
州
松
代
藩
の

六
代
藩
主
真
田
幸
弘

の
隠
居
後
の
食
事
記

録
で
、
幸
弘
と
そ
の

夫
人
に
用
意
さ
れ
た

食
事
を
四
名
の
御
膳

番
に
よ
っ
て
交
代
で

記
録
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
わ
か
っ
た
。

そ
れ
が
判
明
す
る
経

緯
に
つ
い
て
は
、
紙

幅
の
関
係
で
省
略
す
る
が
、
謎
解
き
の

よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
味
わ
っ
た
。

真
田
家
の
系
譜
に
よ
れ
ば
、
幸
弘
は

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
一
月
二
一
日
に

生
ま
れ
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）、
父
信

安
が
三
十
九
歳
で
死
去
し
た
た
め
に
、

十
三
歳
の
若
さ
で
父
の
後
を
継
ぎ
藩
主

と
な
り
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
五
十
九

歳
で
隠
居
し
て
い
る
。
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）、
当
時
と
し
て
は
長
寿
と
い

え
る
七
十
六
歳
で
死
去
し
た
。
こ
れ
か

ら
み
る
と
『
御
膳
日
記
』
の
記
録
は
、

幸
弘
が
隠
居
し
て
二
年
か
ら
三
年
後
に

か
け
て
の
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
真
田
家
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て

み
る
と
、
上
屋
敷
は
溜
池
に
、
中
屋
敷

が
赤
坂
南
部
坂
に
、
下
屋
敷
が
深
川
に

あ
り
、
幸
弘
は
隠
居
後
、
赤
坂
中
屋
敷

に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
別
の
日
記
類
か

ら
わ
か
る
。

こ
の
屋
敷
跡
は
六
本
木
に
程
近
く
、

石
垣
と
屋
敷
跡
の
前
に
現
存
す
る
氷
川

坂
の
途
中
に
あ
る
氷
川
神
社
が
当
時
を

物
語
る
。

幸
弘
は
氷
川
神
社
に
よ
く
参
詣
し
、

そ
の
先
の
真
田
家
菩
提
寺
の
一
つ
盛
徳

寺
に
も
出
か
け
て
い
た
が
、
現
在
、
寺

は
伊
勢
原
市
に
移
転
し
、
今
は
な
い
。

屋
敷
の
横
に
あ
る
南
部
坂
は
現
在
も
残
っ

て
い
る
が
、
こ
の
坂
は
む
し
ろ
「
忠
臣

蔵
」
で
大
石
内
蔵
助
が
浅
野
内
匠
頭
夫

人
瑶
泉
院
を
訪
ね
た
「
南
部
坂
雪
の
別

『武江産物志』（文政7年〈1824〉岩崎常正著　東京家政学院大学附属図書館蔵　筆者撮影）

一
、
史
料『
御
膳
日
記
』に
つ
い
て



れ
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。
南
部
坂
の
解

説
書
な
ど
も
そ
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い

る
が
、こ
こ
に
真
田
家
中
屋
敷
が
あ
り
、

幸
弘
が
か
つ
て
上
り
下
り
し
た
こ
と
な

ど
今
で
は
誰
も
知
る
由
も
な
い
。

『
御
膳
日
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

毎
日
の
食
事
記
録
「
寛
政
十
二
年
十
一
月

か
ら
翌
享
和
元
年
八
月
（
一
八
〇
〇
〜
〇
一
）」

を
み
る
と
、
ほ
ぼ
一
日
三
回
ご
と
の
食

事
が
毎
日
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
御
朝
」「
御
夕
」「
御
夜
食
」
の
よ
う

に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

夕
食
の
時
間
を
真
田
家
の
同
時
代
の

日
記
で
あ
る
『
家
老
日
記
』
の
該
当
記

事
で
み
て
み
る
と
、
一
月
十
一
日
、
幸

弘
が
上
屋
敷
に
夕
食
に
出
か
け
た
の
が

四
つ
半
刻ど

き

で
あ
り
、
ま
た
一
月
二
十
三

日
に
盛
徳
寺
に
で
か
け
て
食
事
を
振
る

舞
わ
れ
た
の
が
、
や
は
り
四
つ
半
刻
と

あ
る
。
こ
の
時
刻
は
午
前
十
時
半
か
ら

十
一
時
頃
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

ほ
か
に
九
つ
刻
（
四
月
十
五
日
）、

九
つ
半
刻
（
一
月
二
十
八
日
）
と
記
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
正
午
か
ら

午
後
一
時
頃
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
日
記

に
記
さ
れ
た
「
御
夕
」
の
献
立
は
、
現

在
で
い
う
昼
食
に
あ
た
る
も
の
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
夜
食
」
は
、

七
つ
刻
（
午
後
四
時
頃
）
と
い
う
の
も

あ
れ
ば
、
夜
四
つ
（
十
時
頃
）
と
い
う

の
も
あ
り
、
か
な
り
の
幅
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
今
の
夕
食
か
夜
食
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

三
田
村
鳶
魚

え
ん
ぎ
ょ

の
『
江
戸
の
食
生
活
』

を
み
て
も
、
江
戸
時
代
の
夕
食
の
時
間

は
時
と
場
合
と
に
よ
り
、
か
な
り
の
幅

が
あ
り
、
早
い
も
の
で
は
午
前
十
時
も

あ
り
午
後
二
時
、
午
後
五
時
な
ど
、
史

料
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

「
朝
・
夕
・
夜
食
」

の
記
載
は
、
武
士

が
二
度
食
で
あ
っ

た
名
残
と
思
わ
れ

る
も
の
の
、
す
で

に
実
質
は
三
度
食

と
な
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

朝
食
の
時
間
に

つ
い
て
は
、『
御

膳
日
記
』
に
は
明

確
に
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
真
田
家

の
『
御
側
御
納
戸

お
そ
ば
お
な
ん
ど

日
記
』を
み
る
と
、

朝
の
目
覚
め
が
五

つ
か
ら
六
つ
刻
頃

（
午
前
五
時
か
ら

七
時
頃
）な
の
で
、

朝
食
は
そ
の
後
、
七
時
か
ら
八
時
頃
で

あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
食
事
は
、
あ
る
一
定
の
決

ま
っ
た
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
形

式
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
飯
、
汁
、
菜
が

一
種
か
ら
二
種
類
と
香
の
物
（
漬
物
）

が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
食
事
で
、
一
汁

一
菜
か
ら
一
汁
二
菜
程
度
の
簡
素
な
も

の
で
、
通
常
、
酒
や
そ
の
酒
肴
を
伴
わ

『御膳日記』寛政13年1月（1801）（八田家文書）（国文学研究資料館蔵　筆者撮影）

二
、
日
記
に
見
る
日
常
食
と
儀
礼
・

行
事
食
の
割
合

幸弘が暮らした松代藩江戸中屋敷跡と当時の面影を残す石垣。その西を通る氷川坂の途中に
幸弘がよく参詣した氷川神社と、その境内奥に真田家の菩提寺「盛徳寺」があった。

1

3
2
松代藩江戸中屋敷

氷川神社

今はない真田家の
菩提寺「盛徳寺」

写真 『江戸切絵図と東京名所絵　29増補改正・赤坂繪圖』（白石つとむ編　株式会社小学館より
転載。嘉永三年〈1850〉頃の作成図）
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な
い
食
事
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
酒
の
儀
礼
や
酒
宴
な

ど
に
伴
っ
て
本
膳
料
理
が
供
さ
れ
る
場

合
で
、
本
膳
料
理
は
、
そ
の
規
模
に
よ

っ
て
も
異
な
る
が
、
通
常
二
か
ら
三
膳

が
供
さ
れ
、『
御
膳
日
記
』
で
も
一
汁

三
菜
か
ら
三
汁
七
菜
ま
で
供
さ
れ
、
こ

れ
に
加
え
て
酒
の
酒
肴
が
加
え
ら
れ

る
。前

者
の
形
式
を
と
る
場
合
を
日
常
食

と
し
て
考
え
、
本
膳
料
理
や
酒
・
酒
肴

が
供
さ
れ
る
も
の
を
儀
礼
・
行
事
の
食

と
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
み
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
日
常
食
と
儀
礼
・
行
事
食

（
外
出
先
で
食
事
を
と
っ
た
日
を
含
む
）

の
割
合
を
み
る
た
め
に
、
十
か
月
間
の

食
事
記
録
を
三
食
に
分
け
、
そ
の
中
を

日
常
と
行
事
等
の
食
事
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
回
数
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

十
か
月
二
九
四
日
の
う
ち
、
日
常
食
は

朝
食
が
二
九
〇
日
分
、
夕
食
は
二
五
九

日
分
、
夜
食
は
二
六
四
日
と
圧
倒
的
に

日
常
食
が
多
い
。
ざ
っ
と
い
え
ば
、
一

週
に
一
度
く
ら
い
は
日
常
と
は
異
な
っ

た
食
事
や
酒
が
供
さ
れ
た
、
と
推
察
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

記
録
を
見
る
限
り
幸
弘
の
外
出
の
機

会
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、

『
家
老
日
記
』
を
み
る
と
幸
弘
は
比
較

的
よ
く
外
出
し
て
お
り
、『
御
膳
日
記
』

に
記
さ
れ
た
食
事
は
実
際
は
食
べ
て
い

な
い
場
合
も
あ
り
、
陰
膳

か
げ
ぜ
ん

と
し
て
準
備

さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
か
、
夫
人
の

み
の
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
点
は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

十
か
月
間
の
日
常
の
食
事
記
録
か
ら

野
菜
類
の
利
用
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
野
菜
類
と
は
、

植
物
性
食
品
全
体
と
し
て
と
ら
え
、豆
、

芋
、
果
物
な
ど
も
こ
れ
ら
に
含
め
て
考

え
る
こ
と
に
す
る
。
野
菜
の
食
事
中
の

位
置
づ
け
を
み
る
た
め
に
は
、
魚
介
類

な
ど
他
の
食
品
に
つ
い
て
も
み
て
み
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
日
常
食
の
具

体
的
な
一
日
の
食
事
献
立
を
み
る
こ
と

に
し
た
い
。

一
日
三
食
と
も
儀
礼
や
行
事
の
な
い

日
の
一
月
と
六
月
の
献
立
を
一
つ
ず
つ

あ
げ
て
み
る
と
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
例
に
あ
げ
た
よ
う
な
献
立
が
ほ

ぼ
毎
日
続
い
て
い
る
。
こ
の
例
に
は

「
石
が
れ
い
」
や
「
小
鯛
」
の
焼
き
物

な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
毎
日
で

は
な
く
む
し
ろ
魚
介
類
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
い
。
一
月
は
「
大
根
、
か

ぶ
、
う
ど
、
榎
茸
」
な
ど
の
野
菜
が
見

え
、
六
月
の
献
立
に
は
「
茄
子
、
み
ょ

う
が
、
冬
瓜

と
う
が
ん

」
な
ど
が
み
ら
れ
、
季
節

に
応
じ
た
野
菜
が
使
わ
れ
て
い
る
。
平

皿
は
ほ
と
ん
ど
野
菜
、
茸き

の
こ

、
芋
類
の
煮

物
で
あ
る
が
、
例
に
あ
げ
た
献
立
の
野

菜
の
煮
物
、「
八
盃
豆
腐
」
に
そ
え
ら

れ
た
「
平
鰹
」
は
、
鰹
節
を
薄
く
削
っ

た
も
の
を
か
け
た
も
の
で
、
幸
弘
の
食

事
に
は
き
わ
め
て
多
く
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
二
つ
の
献
立
か
ら
も
想
像
で

き
る
よ
う
に
一
年
を
通
し
て
、
豆
腐
は

ほ
ぼ
毎
日
の
献
立
に
登
場
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
多
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
十
か
月
間
の
日
常
食
に
使
用
さ

れ
た
食
品
の
種
類
を
調
査
し
、
一
か
月
あ

た
り
の
平
均
の
使
用
数
を
多
い
順
に
並
べ

て
み
る
と
、
図
１
の
グ
ラ
フ
に
示
す
と

お
り
豆
腐
は
も
っ
と
も
多
く
、
月
平
均

六
十
五
回
使
わ
れ
て
い
る
。
日
常
食
は

一
か
月
平
均
八
十
回
ほ
ど
で
あ
る
た

め
、
豆
腐
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
複
数
回
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
事
例
の
よ

う
に
朝
、
夕
、
夜
食
の
い
ず
れ
に
も
豆

腐
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と

い
え
る
。

こ
の
図
を
み
る
と
わ
か
る
と
お
り
、

動
物
性
食
品
は
鰹
節
を
削
っ
た「
平
鰹
」

と
卵
の
み
で
あ
る
。
こ
の
図
に
の
せ
た

食
品
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
に
、

魚
介
類
が
全
く
出
て
い
な
い
が
、
使
用

さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
鯛
・

小
鯛
、
か
れ
い
な
ど
は
比
較
的
使
わ
れ

て
は
い
る
が
、そ
れ
で
も
月
平
均
で
は
、

三
か
ら
五
回
で
、
あ
と
は
十
か
月
に
一

か
ら
五
回
程
度
す
ず
き
、
か
ま
す
、
き

す
、
あ
じ
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
が
使
わ
れ

三
、
使
用
食
材
の
な
か
の
野
菜

御
飯
汁（
う
ど
）

平
皿
（
百
合
根
・
青
菜
・
平
鰹
）

濃
焦

こ
く
し
ょ
う（
豆
腐
・
お
と
し
玉
子
）

香
物

御
飯
汁（
か
ぶ
菜
）

平
皿
（
縮
緬
麩
・
小
口
里
芋
・

榎
茸
・
薄
葛
引
）

石
が
れ
い
色
附
焼

香
物

御
飯
汁（
大
根
せ
ん（
注
１
））

平
皿（
さ
わ
さ
わ
豆
腐
・
松
茸
）

香
物

注１=せんは大根千切りのこと

●

御
朝

●

御
夕

●

御
夜
食

寛
政
十
三
年

一
月
十
八
日

御
飯
汁（
糸
瓜
）

平
皿（
茄
子
　
割
あ
ら
め
）

煎
り
豆
腐（
切
り
く
る
み

せ
ん
生
姜
　
あ
ん
か
け
）

香
物

御
飯
汁（
豆
腐
・
平
鰹
）

平
皿（
櫛
形
茄
子
・
み
ょ
う
が
・
漬
初
茸
）

焼
物（
蒸
し
小
鯛
・
ご
ま
塩
か
け
）

香
物

御
飯
汁（
冬
瓜
・
平
鰹
）

平
皿（
八
盃
豆
腐
・
平
鰹
）

香
物

●

御
朝

●

御
夕

●

御
夜
食

寛
政
十
三
年

六
月
五
日



て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
だ
け
で
も
、
幸

弘
の
日
常
食
は
植
物
性
食
品
が
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
番
目
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
茄
子
」
で
あ
る
が
、
そ
の
使
用

月
を
図
２
で
み
る
と
四
月
か
ら
八
月
ま

で
に
集
中
し
て
使
わ
れ
、
他
の
月
に
は

ま
っ
た
く
使
用
が
み
ら
れ
な
い
。
と
く

に
五
か
ら
七
月
は
各
月
五
十
回
使
用
さ

れ
て
お
り
二
回
に
一
回
以
上
の
食
事
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
前
記
の

事
例
で
も
、
朝
食
、
夕
食
の
い
ず
れ
に

も
「
茄
子
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

図
１
の
四
番
目
に
多
い
「
焼
き
豆
腐
」

に
つ
い
て
は
、説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

江
戸
の
豆
腐
は
、
一
丁
が
現
在
の
標
準

的
豆
腐
の
五
か
ら
六
倍
の
大
き
さ
で
、

五
十
五
か
ら
六
十
文
で
あ
り
、
一
丁
が

大
き
い
た
め
に
二
分
の
一
丁
、
四
分
の

一
丁
売
り
も
あ
っ
た
。
当
時
の
そ
ば
一

杯
の
値
段
が
十
六
文
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
豆
腐
は
庶
民
的
な
食
品
で
あ

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
焼
き
豆
腐
の
大
き
さ
は

現
在
で
は
豆
腐
と
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
江
戸
の
焼
き
豆
腐
は
豆
腐
一

丁
を
十
二
等
分
し
て
作
ら
れ
て
い
た
た

め
に
、
一
つ
五
文
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
隠

居
大
名
と
は
い
え
、
十
万
石
の
真
田
家

で
金
銭
的
な
問
題
は
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
ろ
う
か
ら
、
豆
腐
、
焼
き
豆
腐
が
多

用
さ
れ
た
の
は
日
常
食
を
簡
素
に
す
る

習
慣
で
あ
っ
た
か
、
幸
弘
の
好
み
が
影

響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

図
２
の
グ
ラ
フ
に
は
比
較
的
よ
く
使

用
さ
れ
た
野
菜
類
の
使
用
月
と
回
数
を

示
し
た
が
、「
茄
子
」
は
先
に
述
べ
た

と
お
り
で
夏
に
集
中
し
て
お
り「
榎
茸
」

「
百
合
根

ゆ

り

ね

」
は
冬
、「
う
ど
」
は
冬
か
ら

春
に
か
け
て
多
用
さ
れ
、「
大
根
」
は

六
、七
月
を
除
き
年
間
使
わ
れ
て
い
る
。

大
根
は
は
じ
め
に
も
述
べ
た
と
お
り
、

各
種
の
品
種
を
時
期
を
変
え
て
栽
培
す

る
こ
と
で
、
年
間
を
通
し
て
使
え
る
よ

う
工
夫
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
幸
弘

の
食
事
に
は
料
理
へ
の
大
根
の
使
用
は

多
く
は
な
い
が
、
実
際
に
は
香
の
物
の

多
く
は
大
根
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
幸
弘
の
食
事
記
録
に
は
、
香
の

物
の
食
材
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
た

め
に
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

江
戸
時
代
、
上
層
下
層
を
問
わ
ず
、
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ま
た
日
常
、
儀
礼
食
の
い
ず
れ
に
も
大

根
の
浅
漬
け
、
た
く
あ
ん
が
広
く
普
及

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

図
で
示
し
た
以
外
に
も
野
菜
、芋
類
、

果
物
類
は
数
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
挙
げ
て
み
る
と
「
ご
ぼ
う
」

「
み
ょ
う
が
」「
貝
割
り
菜
」「
み
つ
ば
」

「
さ
さ
げ
」「
い
ん
げ
ん
」「
唐
茄
子

と

う

な

す

」

（
か
ぼ
ち
ゃ
）「
冬
瓜
」「
糸
瓜
」「
つ
る
菜
」

「
ふ
き
」「
ぜ
ん
ま
い
」「
わ
ら
び
」「
夕
顔
」

「
藤
豆
」「
せ
り
」「
し
そ
」「
し
ょ
う
が
」

「
ご
ま
」「
さ
ん
し
ょ
う
」「
わ
さ
び
」

「
筍

た
け
の
こ」「

さ
つ
ま
芋
」「
長
い
も
」「
自
然
薯
」

「
く
り
」「
岩
茸
」「
松
茸
」「
の
り
」「
ひ
じ
き
」

「
昆
布
」「
氷

こ
う
や

豆
腐
」「
こ
ん
に
ゃ
く
」

「
麩
」
な
ど
多
様
で
あ
る
。
見
落
と
し

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ね
ぎ
や
に

ん
に
く
、
に
ら
、
あ
さ
つ
き
、
ら
っ
き
ょ

う
な
ど
い
わ
ゆ
る
五
辛
類
が
み
ら
れ
な

い
の
は
、
大
名
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う

か
。
さ
ら
に
調
査
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

日
常
食
の
野
菜
類
の
多
く
は
、
汁
の

実
か
煮
物
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
調

味
料
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
味
噌
か
醤
油
を
ベ
ー
ス

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
代
に
は
、
煮
物
に
砂
糖
な
ど

甘
味
を
つ
け
る
習
慣
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
、
甘
味
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
幸
弘
の
食
事
記
録
が
書
か

れ
た
時
代
以
降
に
な
る
と
、
料
理
屋
の

料
理
に
甘
味
を
つ
け
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
高
級
料
理
屋
で
有
名
な
八
百
善
主

人
が
刊
行
し
た
『
江
戸
流
行
料
理
通
』

な
ど
で
は
、
み
り
ん
で
甘
く
味
付
け
す

る
料
理
を
多
数
紹
介
し
て
い
る
。

幕
末
の
『
守
貞
謾
稿
』
で
も
江
戸
の

か
ば
焼
き
は
、
み
り
ん
と
醤
油
を
用
い

る
と
し
、
料
理
屋
の
料
理
は
、
京
・
大

坂
で
は
鰹
節
の
だ
し
に
酒
と
醤
油
で
味

を
つ
け
る
の
に
対
し
、
江
戸
で
は
鰹
節

だ
し
に
み
り
ん
酒
や
砂
糖
と
醤
油
で
味

を
つ
け
、
口
に
甘
い
が
食
品
の
味
を
損

な
う
も
の
の
、
す
で
に
習
慣
に
な
っ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
。

江
戸
を
中
心
と
し
た
料
理
に
甘
味
を

つ
け
る
習
慣
は
、
明
治
に
な
る
と
一
般

化
し
、
煮
物
や
和
え
物
、
魚
の
照
り
焼

き
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

幸
弘
が
多
用
し
た
豆
腐
は
、
ど
の
よ

う
な
料
理
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
多
い
の
は
特
に
名
称
の
な

い
汁
に
入
れ
る
場
合
で
あ
る
が
、
料
理

名
ら
し
い
も
の
と
し
て
は
、「
崩
し
豆

腐
」
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
が
「
湯
豆

腐
」
で
い
ず
れ
も
朝
食
に
供
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
。
と
く
に
「
湯
豆
腐
」

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
朝
食
に
出
さ
れ
て

お
り
、
今
日
の
習
慣
と
は
異
な
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

そ
の
ほ
か
「
ち
ま
き
豆
腐
」「
煮
抜

き
豆
腐
」「
す
り
豆
腐
」「
つ
と
豆
腐
」

「
八
盃
豆
腐
」「
ふ
わ
ふ
わ
豆
腐
」
な
ど

が
み
ら
れ
る
。

献
立
の
例
に
も
あ
る
「
八
盃
豆
腐
」

は
、
江
戸
時
代
の
百
珍
物
と
し
て
有
名

な
『
豆
腐
百
珍
』（
一
七
八
二
）
に
よ
れ

ば
、
絹
ご
し
豆
腐
を
細
長
く
切
り
、
水

六
杯
、
酒
一
杯
、
醤
油
一
杯
の
煮
汁
で

煮
た
料
理
で
、
大
根
お
ろ
し
を
お
く
と

あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
本
草
学
に
大

根
お
ろ
し
が
豆
腐
の
毒
を
除
く
と
あ
る

こ
と
に
も
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
つ
と
豆
腐
」
は
、
豆
腐
を
よ
く
搾

り
、
甘
酒
を
す
り
混
ぜ
竹
簀す

に
巻
い
て

蒸
し
た
後
、
小
口
切
り
に
し
た
も
の
。

「
ふ
わ
ふ
わ
豆
腐
」
は
、
卵
と
豆
腐
を

半
分
ず
つ
加
え
て
ふ
わ
ふ
わ
の
煎い

り
豆

腐
を
つ
く
り
胡
椒
を
ふ
る
、
と
同
じ
く

『
豆
腐
百
珍
』
に
説
明
が
あ
る
。

同
様
の
書
に
「
煮
抜
き
豆
腐
」
も
あ

り
、
鰹
だ
し
に
一
日
煮
込
ん
で
鬆す

を
た

て
た
も
の
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
料
理
が

料
理
書
に
あ
り
、
当
時
の
幸
弘
の
料
理

人
も
豆
腐
料
理
に
変
化
を
つ
け
る
た
め

に
、
当
時
流
行
し
た
『
豆
腐
百
珍
』
を

利
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
す

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

献
立
上
の
他
の
野
菜
類
の
多
く
は
、

豆
腐
ほ
ど
料
理
名
が
判
明
で
き
る
も
の

は
少
な
く
、「
煎
菜
ふ
わ
ふ
わ
」
な
ど

は
珍
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
煎
菜
は
、

江
戸
時
代
の
料
理
書
『
料
理
網
目
調
味

抄
』（
一
七
三
〇
）
に
よ
る
と
、
水
菜

み
ず
な

の

中
側
の
柔
ら
か
く
細
い
と
こ
ろ
ば
か
り

を
切
り
、
こ
れ
を
ゆ
で
て
か
ら
、
調
味

し
た
煮
汁
で
煮
る
と
あ
る
か
ら
、
そ
こ

か
ら
推
察
し
て
み
る
と
「
煎
菜
ふ
わ
ふ

わ
」
は
、
水
菜
の
卵
と
じ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

食
事
記
録
に
み
ら
れ
る
儀
礼
・
行
事

食
は
、
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
も

っ
と
も
多
く
、
十
二
月
二
十
一
日
の
す

す
払
い
、同
月
二
十
九
日
の
歳
暮
祝
儀
、

元
旦
の
歳
改
祝
儀
は
三
の
膳
ま
で
出
さ

れ
る
豪
華
な
食
事
と
酒
の
儀
礼
、
本
膳

料
理
の
あ
と
に
続
く
酒
宴
に
酒
肴
が
出

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
ほ
か
で
は
、

一
月
二
・
三
日
、
一
月
二
十
一
日
の
幸

弘
の
誕
生
祝
い
な
ど
に
二
の
膳
つ
き
の

食
事
と
酒
・
酒
肴
が
供
さ
れ
、
花
見
、

初
午

は
つ
う
ま

、
上
巳

じ
ょ
う
し

、
端
午

た
ん
ご

、
七
夕
の
節
句
、

仏
事
、
月
見
な
ど
で
は
一
汁
三
菜
の
本

膳
料
理
と
酒
や
菓
子
が
ふ
る
ま
わ
れ
て

い
る
。

幸
弘
の
誕
生
日
祝
い
か
ら
宴
席
の
流

れ
を
み
る
と
次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
献
立
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

内
容
を
略
し
て
あ
る
が
か
な
り
の
食

事
と
酒
肴
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
が
う
か

が
え
、
日
常
食
と
儀
礼
食
が
い
か
に
異

な
る
も
の
で
あ
る
か
も
わ
か
る
。「
臓

五
、
儀
礼
・
行
事
食
に
お
け
る
野
菜
類

四
、
野
菜
類
と
そ
の
加
工
品
の
調
理



煮
」
と
は
、
雑
煮
の
こ
と
で
現
在
は
正

月
に
用
意
さ
れ
る
が
、
酒
の
儀
礼
と
し

て
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
日
常
食
に

は
少
な
か
っ
た
魚
介
類
や
そ
の
加
工
品

が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
鯛
、

す
ず
き
、
ひ
ら
め
な
ど
を
は
じ
め
、
あ

わ
び
、
串
貝
、
す
る
め
、
数
の
子
、
か

ら
す
み
、
つ
み
入
れ
な
ど
が
あ
る
が
、

野
菜
類
も
必
ず
使
わ
れ
て
い
る
。

う
ど
、
大
根
、
椎
茸
、
里
芋
、
せ
り
、

み
ょ
う
が
、
く
ね
ん
ぼ
な
ど
が
多
く
、

こ
れ
ら
は
日
常
食
に
も
使
わ
れ
て
い
る

が
、
く
わ
い
、
梅
干
し
は
日
常
食
に
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
香
の
物
に

梅
干
し
が
供
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ

る
。
ま
た
儀
礼
食
に
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
野
菜
類
と
し
て
は
、
さ
つ
ま
芋
、
か

ん
ぴ
ょ
う
、
な
す
な
ど
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
野
菜
が
儀
礼
食
に
用
い
ら
れ

な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

今
回
検
討
し
た
史
料
は
、
一
人
の
元

大
名
の
食
事
記
録
で
あ
る
。
魚
介
類
を

日
常
に
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
は
食
べ
な
か
っ

た
の
は
、
幸
弘
の
食
習
慣
と
の
関
係
に

よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
幕
末
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

の
食
事
記
録
の
あ
る
岡
部
藩
藩
主
（
後

に
三
河
半
原
藩
主
）
安
部
信
発

の
ぶ
お
き

の
江
戸

屋
敷
の
食
事
を
み
る
と
、
同
じ
く
豆
腐

は
も
っ
と
も
使
用
回
数
が
多
く
、
幸
弘

の
記
録
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
油
揚
げ

も
多
く
み
ら
れ
る
。
魚
介
類
よ
り
野
菜

類
の
使
用
が
多
い
と
い
う
点
で
は
、
ほ

ぼ
共
通
し
、
大
根
、
ご
ぼ
う
、
里
芋
、

さ
つ
ま
芋
、
百
合
根
、
に
ん
じ
ん
な
ど

が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
な
す
は
比
較
的

少
な
い
。
信
発

の
ぶ
お
き

の
好
み
で
卵
が
多
い
こ

と
、
一
日
の
食
事
に
魚
介
類
と
そ
の
加

工
品
で
あ
る
ち
く
わ
や
は
ん
ぺ
ん
な
ど

が
比
較
的
多
い
点
な
ど
も
違
い
と
い
え

よ
う
。

例
え
ば
、
幸
弘
で
み
た
と
同
じ
月
の

六
月
の
日
常
献
立
を
み
る
と
、
朝
食
は

汁
（
は
ん
ぺ
ん
）、
氷こ

お
り

こ
ん
に
ゃ
く

（
お
そ
ら
く
煮
物
）、
昼
食
は
、
あ
じ
の

塩
焼
き
、
厚
焼
き
玉
子
に
ワ
サ
ビ
を
つ

け
て
酒
が
供
さ
れ
、
夜
食
に
は
ゆ
ば
、

ご
ぼ
う
の
煮
物
で
汁
な
し
と
幸
弘
に
比

べ
て
皿
数
が
少
な
い
が
、
刺
身
な
ど
は

比
較
的
多
く
登
場
し
、
鮪
の
刺
身
な
ど

江
戸
後
期
以
降
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
魚
も
登
場
し
、
こ
の
時
代
に
な

る
と
、「
御
昼
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
信
発

の
ぶ
お
き

は
酒
が
好
き
だ
っ
た
よ

う
で
、
夜
食
に
汁
は
な
い
も
の
の
、
刺

身
、
う
な
ぎ
、
あ
わ
び
の
酢
貝
な
ど
酒

肴
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し

興
味
深
い
の
は
、
夫
人
は
酢
貝
が
好
み

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
「
奥
方
様
　
水

貝
」
と
あ
り
、
時
々
信
発

の
ぶ
お
き

と
は
異
な
る

も
の
が
供
さ
れ
て
い
る
。
日
常
食
だ
か

ら
で
き
た
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
淡
々
と
記
録
さ
れ
た
食
事
記
録

か
ら
も
当
時
の
人
々
の
好
み
が
う
か
が

え
て
興
味
深
い
。

こ
の
よ
う
に
時
代
の
違
い
も
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
習
慣
の
違
い
も
あ

り
、
日
常
食
の
野
菜
と
儀
礼
・
行
事
の

野
菜
に
も
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
大
名

ク
ラ
ス
の
食
事
と
い
え
ど
も
、
日
常
食

に
は
野
菜
類
を
中
心
に
一
汁
一
か
ら
二

菜
の
比
較
的
簡
素
な
食
事
を
摂
っ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
豆
腐
料
理
で
も
み
た
よ
う
に
、

単
純
な
料
理
ば
か
り
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
料
理
を
工
夫
し
よ
う
と
し
た
点

で
は
、
料
理
人
が
い
た
か
ら
こ
そ
の
幸

弘
の
食
事
だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
幸

弘
の
食
事
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
上
流

階
層
の
日
常
食
の
一
端
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
み
る
と
、
江
戸
に

は
季
節
ご
と
に
き
わ
め
て
多
種
類
の
野

菜
類
が
供
給
さ
れ
、
日
々
の
食
卓
を
豊

か
に
し
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

参
考
文
献

・『
武
江
産
物
志
』（
岩
崎
常
正
著
、一
八
二
四
年
）

・『
日
本
食
物
史
』（
江
原
絢
子
・
石
川
尚
子
・
東
四
柳
祥
子
共
著
、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

・『
近
世
風
俗
志
』（
喜
田
川
守
貞
著
、
岩
波
書
店
、一
九
九
六
年
）

・『
調
味
料
理
栞
』（
木
津
三
辰
著
、一
九
二
八
年
）

・『
全
集
日
本
の
食
文
化
第
十
巻
　
日
常
の
食
』（
芳
賀
登
・
石
川
寛
子

監
修
、
雄
山
閣
出
版
、一
九
九
七
年
）

※
文
中
に
あ
る『
御
膳
日
記
』な
ど
の「
月
」
は
、

旧
暦
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

ま
と
め

梅
干
吸
物（
鯛
・
ひ
れ
）

田
作
り

（
餅
・
串
貝
・
里
芋
・
大
根
・

朧
豆
腐
・
青
菜
・
青
昆
布
・
平
鰹
）

酒
の
儀
礼御

飯
汁（
つ
み
入
れ
・
榎
茸
・
嫁
菜
）

鱠（
鯛
造
り
・
赤
貝
・
く
り

し
ょ
う
が
・
青
の
り
・
金
か
ん
）

坪（
小
鴨
・
松
露
・
粟
麩
）

汁（
鱸
・
青
昆
布
）

平
皿（
車
海
老
・
生
椎
茸
）

猪
口（
み
つ
ば
・
う
ど
・つ
く
し
）

焼
物（
小
鯛
）

本

膳

二
の
膳

（
か
ま
ぼ
こ・
あ
わ
び・
き
す
・

蒸
し
く
わ
い
・
く
ね
ん
ぼ
・

酢
漬
し
ょ
う
が
・
さ
が
ら
め
）

（
ひ
ら
め
・
貝
割
り
菜
・
う
ど
）

（
小
鯛
・
ひ
じ
き
・
み
つ
ば
）

大
平
丼
鉢
煎
鳥
大
梅
盆

酒

肴

硯

蓋

刺

味

台

物

吸

物

御
重
詰
め

臓

煮

胡
麻
塩
御
赤
飯

（
後
略
）

本
膳
料
理

菓
子
類

酒

宴
（
内
容
略
）



こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
は
じ
め
に
、
粉
食

の
成
立
に
は
、
小
麦
栽
培
と
挽
臼

ひ
き
う
す

と
食

法
の
三
要
素
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
、
古
代
の
粉
食
は
、
そ
の
一
要
素

で
あ
る
挽
臼
を
欠
落
し
た
た
め
に
成
立

し
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。

従
来
か
ら
の
通
説
に
よ
る
と
奈
良
、

平
安
時
代
に
、
食
法
と
し
て
の
索
餅

さ
く
べ
い

、

●
●

ほ
う
と
う

が
あ
り
、
八
種
唐
菓
子

や
く
さ
の
か
ら
か
し

、
●
飩

こ
ん
と
ん

（
ワ
ン
タ
ン
）
も
あ
る
。
ま
た
元
正
天

皇
は
、
小
麦
ば
か
り
か
蕎
麦
の
栽
培
も

奨
励
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
、
推
古
天

皇
の
御
世
に
、
唐
朝
粉
食
の
隆
盛
を
も

た
ら
せ
た
製
粉
用
具
の
碾
磑

て
ん
が
い

も
作
ら
れ

て
お
り
、
古
代
、
奈
良
時
代
に
粉
食
は

成
立
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
通
説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
の
詳

細
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
粉
食
が

成
立
し
て
い
な
い
、
と
い
う
要
点
の
み

を
述
べ
て
話
を
進
め
る
。

ま
ず
、
小
麦
粉
で
作
ら
れ
る
は
ず
の

●
●

ほ
う
と
う

や
八
種
唐
菓
子

や
く
さ
の
か
ら
か
し

が
、
小
麦
粉
で
は

な
く
米
粉
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。ま
た
挽
臼
で
あ
る
は
ず
の
碾
磑

て
ん
が
い

は
、

搗つ

き
臼
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
元
正
天

皇
を
は
じ
め
と
す
る
小
麦
栽
培
奨
励
策

は
、
農
民
に
苦
痛
を
与
え
る
の
み
で
定

着
せ
ず
、
失
敗
に
帰
し
て
い
る
。
つ
ま

り
古
代
の
粉
食
は
、
成
立
し
て
は
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

粉
食
成
立
に
不
可
欠
の
小
麦
栽
培
、

挽
臼
、
食
法
の
三
要
素
は
、
粉
食
と
い

う
食
事
形
態
を
媒
体
と
し
て
の
み
存
在

し
う
る
。
単
独
ま
た
は
二
要
素
だ
け
で

存
在
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
さ

ら
に
そ
れ
ら
の
要
素
は
、
そ
の
要
素
に

関
連
す
る
多
く
の
人
と
道
具
類
の
介
在

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
小
麦
栽

培
を
す
る
農
民
は
、
鉄
製
の
犂す

き

、
鍬く

わ

を

所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

挽
臼

ひ
き
う
す

を
作
る
石
工
の
手
に
は
、
石
を
刻

む
鋼
鉄
製
の
鏨

た
が
ね

が
握
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
調
理
人
の
手
に
は
刃
物

が
あ
り
、
調
味
料
が
あ
り
、
鍋
や
釜
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
諸
道
具

を
作
る
人
々
も
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

粉
食
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
物
と
の
密
接
な
組
織
体
と
し
て
成
立

し
て
い
る
。
あ
た
か
も
生
命
体
の
ご
と

く
で
あ
る
。
細
胞
か
ら
臓
器
が
作
ら
れ
、

互
い
に
作
用
し
あ
っ
て
、
こ
れ
を
維
持

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
粉
食
を
こ
の
よ

う
な
生
命
体
と
し
て
認
識
す
る
と
き
、

粉
食
は
文
化
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ

る
。
粉
食
文
化
と
は
、
ま
さ
に
生
命
体

な
の
で
あ
る
。
ど
の
一
部
分
が
損
傷
し

て
も
、
痛
み
を
感
じ
る
し
、
も
し
そ
の
一

部
分
が
切
り
取
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
、
粉
食
文
化
は
死
滅
す
る
の
で
あ
る
。

古
代
に
お
け
る
粉
食
文
化
は
、
挽ひ

き

臼う
す

と
い
う
重
要
な
部
分
を
欠
落
し
た

こ
と
で
、
小
麦
栽
培
は
苦
悶
し
、
食

法
は
大
き
な
ゆ
が
み
を
生
じ
た
の
で

あ
る
。
古
代
の
粉
食
は
、
通
説
と
は

違
っ
て
失
敗
し
て
お
り
、
文
化
足
り

え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
鎌
倉
時
代
の

粉
食
を
鳥
瞰

ち
ょ
う
か
ん

す
る
と
、
当
時
の
わ
が

国
に
は
麺
類
と
い
う
食
法
が
存
在
し
、

挽
臼
で
あ
る
「
磨ま

」
も
存
在
す
る
。

も
は
や
小
麦
栽
培
は
必
然
で
あ
る
が
、

意
外
に
も
小
麦
栽
培
に
関
す
る
史
料

文
献
は
、
挽
臼

ひ
き
う
す

同
様
極
め
て
少
な
い
。

承
和
七
年
（
八
四
〇
）
の
麦
作
奨
励
策
を

最
後
に
、「
馬
草
禁
止
令
」
も
「
麦
作

栽
培
令
」
な
ど
の
法
令
も
ぷ
っ
つ
り

と
途
絶
え
て
い
る
。

十
世
紀
初
頭
の
『
延
喜
式
　
巻
二

十
三
』
の
「
交
易
雑
物
」
条
に
、

麺
類
で
は
じ
ま
る
わ
が
国
の
粉
食
史
（三）

小
麦
栽
培
が
促
す
弱
小
農
民
の
自
立

寺
方
蕎
麦
…
…
銀
座
長
浦
　
当
主

粉
食
文
化
と
は

小
麦
栽
培
を
喚
起
し
た
粉
食

伊藤　汎
（いとう　ひろし）

1938年　東京向島に生まれる
1963年　慶応義塾大学商学部卒業
現在、寺方そば「長浦」の二代目当主。
「寺方そば」とは、尾張一宮の妙興
寺に伝わる覚書をもとに復元した
そば料理のことである。
著書に、『つるつる物語』（築地書
館刊）がある。
先代の収集した全国各地の名刹に
残されている史料や日記等から、
近世日本の「食」のあり様を研究。
本業のかたわら、その事実解明を
ライフワークとしている。
愛知県妙興寺に三笠宮様がご臨席
された際に、自らが練った妙興寺
そばを献上した経験がある。

「
山
城
国
大
麦
三
石
　
小
麦
三
十
石

大
和
国
大
麦
三
石

小
麦
十
一
石
七
升
三
合



と
、
あ
る
よ
う
に
、
小
麦
栽
培
は
、
四

国
の
阿
波
国
は
特
別
と
し
て
、
畿
内
に

限
ら
れ
て
存
続
は
し
て
い
る
。
後
述
す

る
が
、
こ
の
小
麦
の
用
途
は
醤

ひ
し
お

製
造

の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
わ
ず
か
な
が
ら

索
餅

さ
く
べ
い

に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
が
、
鎌
倉
時
代
に
入

る
と
一
変
す
る
。
五
穀
の
内
容
に
変
化

が
現
れ
て
い
る
。
古
代
の
五
穀
は
、

「
米
、
粟
、
●き

び

、
大
豆
、
麦
」
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
、
前
回
で
も
触
れ
た
よ
う

に
、「
米
、
大
麦
、
小
麦
、
緑
豆
、
胡

麻
」
と
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
大
麦
と

小
麦
は
明
瞭
に
区
分
さ
れ
、
五
穀
中
の

二
穀
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
大
麦
と
小

麦
の
食
法
の
違
い
が
明
確
に
認
識
さ

れ
、
小
麦
は
重
要
穀
物
と
し
て
独
立
し

た
の
で
あ
る
。

元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
五
月
四
日
、
現

在
の
岡
山
県
備
中
新
見
庄
で
、
麦
の
課

税
問
題
で
争
い
が
起
き
て
い
る
（『
備
中

国
新
見
庄
史
料
一
「
造
東
大
寺
養
得
奉

書
案
」』）。

後
鳥
羽
上
皇
の
建
て
た
寺
、
最
勝
光

院
の
所
領
に
、鎌
倉
幕
府
の
下
級
役
人
、

管
符
生

が
ん
ふ
し
ょ
う

が
田
所
名
の
麦
畠
を
検
注
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
名
主
の
忠
国
は

「
麦
畑
は
検
注
有
ら
ざ
る
べ
き
也
」
と

断
固
拒
否
し
、
抵
抗
し
て
い
る
。
そ
れ

で
は
田
に
作
る
麦
に
は
課
税
す
る
と
い

う
と
、「
畠
地
の
麦
に
課
税
が
な
く
、

米
を
作
り
終
え
た
乾
田
に
作
る
麦
に
の

み
課
税
す
る
の
は
違
法
だ
」
と
こ
れ
も

ま
た
拒
否
し
て
い
る
。
奈
良
平
安
時
代

の
麦
作
奨
励
策
の
遺
功
で
あ
ろ
う
か
。

慣
例
と
し
て
畠
地
の
麦
に
課
税
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
忠
国
は
こ
の
慣
例
を

盾
に
抵
抗
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

奈
良
、
平
安
時
代
の
度
重
な
る
麦

作
奨
励
策
も
無
視
し
続
け
て
い
た
農

民
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
麦
栽
培

を
自
発
的
に
行
い
、
さ
ら
に
荘
園
領

主
、
あ
る
い
は
守
護
、
地
頭
な
ど
の

管
理
者
と
課
税
問
題
さ
え
引
き
起
こ

し
て
い
る
。

曖
昧
に
「
麦
」
と
書
か
れ
て
は
い
る

が
、
禅
林
の
み
な
ら
ず
旧
仏
教
寺
院
に

い
ち
早
く
普
及
し
て
い
く
麺
類
、
饅
頭

ま
ん
と
う

な
ど
の
原
材
料
の
「
小
麦
」
を
指
し
て

い
る
と
考
え
て
い
い
。
畿
内
、
あ
る
い

は
僧
院
に
浸
透
す
る
粉
食
が
小
麦
の
需
要

を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
領
主
と
農
民
と
の
課
税
争

い
は
、
各
地
で
頻
繁
に
多
発
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。

挽
臼

ひ
き
う
す

の
存
在
を
示
す
『
力
王
丸
田
畠

家
財
譲
状
』（
前
回
出
）
は
、
一
二
六
一

年
の
文
書
だ
が
、
奇
し
く
も
そ
の
三
年

後
、
備
後
、
備
前
の
幕
府
の
御
家
人
に

対
し
て
一
通
の
命
令
書
が
通
達
さ
れ
て

い
る
。

『
関
東
御
教
書
』
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）

四
月
二
十
六
日
の
条
で
あ
る
。

「
諸
国
の
百
姓
が
、
稲
を
刈
り
取
っ
た

後
に
麦
を
作
り
田
麦
と
称
し
て
い
る

が
、
こ
の
田
麦
に
課
税
す
る
こ
と
、

以
後
、
禁
止
す
る
。
田
麦
は
百
姓
の

収
入
と
せ
よ
。
こ
の
旨
を
備
後
、
備

前
両
国
の
御
家
人
等
に
下
命
せ
よ
」

と
、
い
う
も
の
で
、
執
権
北
条
長
時
と
連

署
北
条
政
村
に
よ
る
裁
定
書
で
あ
る
。

こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
備
中
の
み
な

ら
ず
諸
国
の
農
民
が
　
稲
の
刈
り
取
り

後
の
田
に
麦
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
前
述
の
新
見
庄
名
主
忠
国
の

よ
う
に
、
荘
園
領
主
や
守
護
と
の
課
税

問
題
で
、
頻
繁
に
争
い
が
起
き
て
い
る

こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
幕

府
の
裁
定
は
、

「
田
に
作
る
麦
に
課
税
し
て
は
な
ら
ぬ
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
、
畑
地

の
麦
も
無
税
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

こ
の
文
書
は
、
栄
西
、
道
元
の
導
入

し
た
挽
臼
と
食
法
が
、
小
麦
栽
培
を
喚

起
し
、
粉
食
は
文
化
と
し
て
成
立
し
た

こ
と
を
証
す
る
に
余
り
あ
る
貴
重
な
文

書
な
の
で
あ
る
。

和
泉
国
　
小
麦
二
十
五
石

摂
津
国
　
大
麦
三
石

小
麦
三
十
五
石
一
斗

阿
波
国
　
小
麦
七
十
石
」

『関東御教書』文永元年四月廿六日条（『日本史史料 2「中世」』〈歴史学研究会編岩波書店〉より転載）



一
文
化
が
誕
生
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
な
り
小
な
り
の
社
会
変
動
を
引

き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。
粉
食
文
化
の

成
立
は
、新
た
な
食
料
の
誕
生
で
あ
る
。

決
し
て
小
さ
な
問
題
で
は
な
く
、
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
社
会
問
題
と
な
る
こ

と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

中
世
史
研
究
家
は
鎌
倉
時
代
中
頃
か

ら
、
畿
内
の
農
村
部
に
前
代
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
を
黒
田

俊
雄
氏
は
『
日
本
の
歴
史
８
』（
中
央

公
論
社
）
の
中
で
、
詳
細
に
述
べ
て
お

ら
れ
る
。

「
鎌
倉
中
期
ご
ろ
ま
で
は
、
多
く
の
荘

園
で
は
下
層
農
民
は
年
貢
の
正
式
な

負
担
者
と
し
て
ま
と
も
に
領
主
の
台

帳
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉

中
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の

こ
ろ
、
多
く
の
荘
園
で
は
、
い
ま
ま

で
文
書
や
帳
簿
に
姿
を
見
せ
な
か
っ

た
下
層
の
弱
小
農
民
が
、
あ
る
い
は

年
貢
の
負
担
者
と
し
て
、
あ
る
い
は

村
の
農
民
の
連
署
状
（
連
名
で
署
名

し
た
文
書
）
に
ぞ
く
ぞ
く
と
名
前
を

あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
そ

れ
は
、
畿
内
や
そ
の
周
辺
の
よ
う
な

社
会
・
経
済
の
先
進
地
帯
に
顕
著
で

あ
る
。
こ
れ
は
当
然
な
ん
ら
か
の
社

会
的
変
動
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ざ

る
を
え
な
い
の
で
あ
る
」

そ
れ
ま
で
領
主
か
ら
の
課
税
は
、

田
を
所
有
す
る
富
裕
な
名
主
に
課
さ

れ
、
田
を
持
た
ぬ
弱
小
農
民
へ
の
課

税
は
名
主
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
。

生
殺
与
奪
の
権
を
名
主
が
握
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
中
世
史
研
究
家
は
、

こ
の
弱
小
農
民
層
の
変
化
を
見
て
い

る
の
で
あ
る
。
氏
は
こ
の
弱
小
農
民

の
変
化
を
、
さ
ら
に
詳
細
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

現
京
都
府
宇
治
市
の
南
、
木
津
川

の
東
岸
に
あ
る
綴
喜
郡

つ
づ
き
ぐ
ん

多
賀
と
い
う

村
落
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

「
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
の
事
、
古
び

た
高
神
社
を
改
築
し
、
完
成
を
祝

っ
て
、
京
都
か
ら
呼
び
寄
せ
た
猿

楽
師
一
座
の
愉
快
な
演
技
を
村
人

一
同
が
楽
し
ん
だ
。
こ
の
と
き
の

改
築
費
、
神
事
と
猿
楽
師
に
支
払

わ
れ
た
費
用
は
、
ほ
ぼ
三
九
貫
文

で
あ
っ
た
が
、
殿
原
と
呼
ば
れ
る

名
主
た
ち
が
二
七
人
で
二
〇
貫
文

を
出
し
、
里
人
一
三
二
人
が
十
九

貫
文
を
出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）、

村
の
禅
定
寺
の
鐘
が
壊
れ
た
た
め

に
、
新
し
い
鐘
を
造
り
な
お
し
て
い

る
の
だ
が
、
こ
の
と
き
の
費
用
は
、

僧
侶
達
が
三
五
貫
文
、
零
細
な
村
人

か
ら
は
三
貫
文
が
集
め
ら
れ
、
こ
の

銅
銭
を
そ
ま
ま
鋳
込
ん
で
釣
鐘
を
完

成
し
て
い
る
。

鎌
倉
初
期
ま
で
の
農
民
は
、
鉄
製

品
や
塩
以
外
は
、
す
べ
て
自
給
自
足

の
は
ず
が
、
一
体
、
何
を
売
っ
て
貨

幣
を
手
に
入
れ
た
の
か
。
自
給
自
足

の
農
民
、
そ
れ
も
零
細
な
、
田
を
持

た
ぬ
農
民
が
、
名
主
と
肩
を
並
べ
て

銭
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
金
を
彼
ら

は
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
た
の
か
」

と
、
黒
田
俊
雄
氏
は
考
え
込
む
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、

「
水
田
の
開
発
が
容
易
で
は
な
く
、
ま

た
買
い
取
る
力
も
な
い
弱
小
農
民
に

と
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
唯
一
の
活
路

は
わ
ず
か
ず
つ
で
も
荒
地
を
畑
に
開

墾
す
る
こ
と
、
な
い
し
は
田
に
麦
な

ど
の
裏
作
を
す
る
事
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。（
略
）

畑
作
物
を
作
り
、
こ
れ
を
市
場
で
売

り
、金
銭
を
得
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

こ
れ
ほ
ど
の
金
銭
に
換
え
う
る
作
物

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
、
さ
ら
に
首
を
ひ
ね
る
の
で
あ
る
。

中
世
史
研
究
家
の
問
題
と
す
る
変
化

と
は
、
こ
れ
ま
で
、
名
主
に
完
全
隷
属

し
て
き
た
田
を
持
た
ぬ
弱
小
農
民
が
、

鎌
倉
中
期
以
降
、金
銭
収
入
を
確
保
し
、

そ
の
隷
属
か
ら
独
立
を
は
た
し
つ
つ
あ

る
状
況
と
考
え
る
べ
き
か
否
か
、
と
い

う
問
題
で
あ
る
。

粉
食
史
と
い
う
観
点
か
ら
私
見
を
述

べ
れ
ば
、
こ
う
し
た
社
会
変
動
は
予
想

内
の
で
き
ご
と
で
あ
り
、
氏
の
推
察
ど

社
会
変
動
を
引
き
起
こ
す
粉
食



お
り
、
弱
小
農
民
の
貨
幣
収
入
源
は
、

荒
地
の
開
墾
畑
と
田
の
裏
作
に
作
る
小

麦
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
粉
食

の
出
現
は
、
米
に
変
わ
る
新
た
な
食
料

の
出
現
と
い
う
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

今
日
に
例
を
と
れ
ば
、
粉
食
の
普
及

は
米
食
を
し
の
ぐ
勢
い
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
減
反
を
強
い
ら
れ
る
農
民
の
苦

痛
は
、
鎌
倉
中
期
の
弱
小
農
民
が
小
麦

栽
培
か
ら
得
る
収
入
の
喜
び
と
好
対
照

な
の
で
あ
る
。
麺
類
の
普
及
は
、
小
麦

の
新
た
な
大
き
な
需
要
を
引
き
起
こ

し
、
払
底
す
る
ほ
ど
の
市
場
価
値
を
持
っ

た
の
で
あ
る
。

『
中
世
の
商
業
』（
吉
川
弘
文
館
）
の

著
者
の
佐
々
木
銀
弥
氏
は
、

「
貨
幣
経
済
は
、
鎌
倉
時
代
の
中
ご
ろ

か
ら
、
都
市
の
み
な
ら
ず
農
村
に
も

波
及
し
、
荘
園
内
に
も
市
が
立
つ
よ

う
に
な
る
。」

と
指
摘
し
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
頃

か
ら
急
速
に
各
地
農
村
で
増
加
し
て
い

く
状
況
を
年
表
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
も
ま
た
、
挽
臼
の
普
及
を
示
す
『
力

王
丸
田
畠
家
財
譲
状
』
の
年
代
と
符
合

す
る
の
で
あ
る
。

鎌
倉
幕
府
は
、
田
に
作
る
小
麦
も
、

畑
に
作
る
小
麦
も
無
税
と
し
た
。
そ
の

結
果
、
田
を
持
た
ぬ
弱
小
農
民
は
刈
入

れ
後
の
田
に
小
麦
を
蒔
き
、
あ
る
い
は

山
林
に
入
り
、
麦
畑
を
ど
ん
ど
ん
開
墾

し
は
じ
め
る
。

さ
ら
に
彼
ら
を
喜
ば
せ
た
の
は
、
小

麦
が
春
と
秋
の
二
度
の
収
穫
が
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
小
麦
を
市
場
に
持

っ
て
い
け
ば
、
い
い
値
で
売
る
こ
と
も

で
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
手
付
か
ず
の
山

林
の
開
墾
は
、
隣
村
の
農
民
も
同
様
に

進
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
隣
村
の
開

墾
地
と
ぶ
つ
か
り
合
う
。
必
然
的
な
争

い
と
な
り
、
境
相
論

さ
か
い
そ
う
ろ
ん

（
境
界
争
い
）
が

頻
発
す
る
の
も
鎌
倉
中
期
こ
ろ
か
ら
で

あ
る
。

黒
田
俊
雄
氏
は
、
前
述
し
た
禅
定
寺

の
村
民
が
隣
村
の
曾
束
荘
（
現
滋
賀
県

大
津
市
大
石
曾
束
町
）
と
の
境
界
争
い

（
嘉
元
元
年
〈
一
三
〇
三
〉）
で
、
小
山
田

と
い
う
と
こ
ろ
へ
な
ぐ
り
こ
み
を
か
け

て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
争
い
は
、

田
を
持
た
ぬ
弱
小
農
民
唯
一
の
収
入
源

を
賭
け
た
争
い
で
あ
っ
た
。
村
人
は
一

味
同
心
し
、
共
同
団
結
し
て
こ
の
争
い

に
対
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
領
地
問
題
は
領
主
同
士

が
争
う
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
た

び
は
、
農
民
自
ら
が
主
役
と
な
る
初
め

て
の
争
い
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
注
目

す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
領
主
や
管
理
者

を
無
視
し
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
行
動
で

あ
り
、
農
民
の
意
識
の
変
革
で
あ
る
。

田
を
持
た
ぬ
弱
小
農
民
は
、
こ
の
段

階
で
、
名
主
の
隷
属
か
ら
経
済
的
に
も

意
識
的
に
も
完
全
に
独
立
す
る
端
緒
と

な
り
、
独
自
の
判
断
で
行
動
す
る
と
い

う
規
範
を
習
得
し
た
の
で
あ
る
。

一
致
団
結
の
妙
味
と
銭
を
手
に
し
た

農
民
の
中
か
ら
は
、
武
器
を
持
つ
地
侍

と
呼
ば
れ
る
者
た
ち
も
現
れ
る
。
彼
ら

は
隣
村
と
連
携
を
は
か
り
、
地
頭
や
領

主
に
対
し
課
税
減
免
運
動
へ
と
誘
導
す

る
よ
う
に
な
る
。
鎌
倉
末
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
の
世
相
が
利
益
優
先
、
伝

統
無
視
と
力
（
武
力
）
に
よ
る
支
配
者
層

と
の
相
克
へ
と
発
展
す
る
。
下
克
上
で

あ
る
。
幕
府
の
麦
作
非
課
税
の
裁
定
は
、

幕
府
崩
壊
の
ま
さ
に
蟻
の
一
穴
で
あ
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

管
理
者
で
あ
る
幕
府
も
領
主
も
稲
田

の
管
理
に
の
み
目
を
奪
わ
れ
、
畑
作
物

の
小
麦
の
重
要
性
を
見
落
と
し
て
い

た
。
課
税
対
象
の
米
に
係
わ
る
文
書
記

録
は
数
多
く
残
存
す
る
が
、
非
課
税
の

小
麦
記
録
は
極
め
て
少
な
い
。

同
様
の
こ
と
が
中
世
研
究
の
分
野

に
対
し
て
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
米

の
研
究
は
広
く
深
く
行
わ
れ
、
多
く

の
業
績
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
同

様
の
重
要
な
小
麦
や
粉
食
に
つ
い
て
の

研
究
は
ほ
と
ん
ど
目
に
し
な
い
。
こ
れ

は
鎌
倉
幕
府
同
様
の
大
き
な
「
目
こ
ぼ

し
」と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

荘園内の市場風景（『一遍聖絵巻』 国立国会図書館所蔵）

田
を
持
た
ぬ
弱
小
農
民
の
自
立



さ
て
こ
こ
で
、
改
め
て
わ
が
国
の
粉

食
文
化
の
成
立
に
つ
い
て
、
話
を
も
ど
す
。

奈
良
時
代
に
わ
が
国
の
粉
食
は
成

立
し
て
い
る
と
い
う
通
説
の
論
拠
は
、

挽
臼

ひ
き
う
す

の
存
在
を
示
す
『
日
本
書
紀
』

の
記
述
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
推
古
天
皇
十
八
年
（
六
一
〇
年
）
高
麗

こ

ま

の

王
、
僧
曇
徴

ど
ん
ち
ょ
う
、
法
定
を
貢
上

み
つ
ぎ
あ
げ
る
。
曇

徴
は
五
経
を
知
れ
り
。
ま
た
よ
く
彩

色
及
び
紙
墨
を
作
る
。
あ
わ
せ
て

碾
磑

て
ん
が
い

を
作
る
。
碾
磑
を
作
る
の
は
こ

の
時
に
始
ま
る
」

碾て
ん

と
は
穀
物
を
脱
穀
、
精
白
す
る
臼う

す

の
こ
と
。
磑が

い

と
は
、
精
白
し
た
穀
物
を

粉
末
に
す
る
挽
臼

ひ
き
う
す

で
あ
る
。
こ
の
碾
磑

は
、
隋
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
、
水
車

を
動
力
源
と
す
る
大
量
製
粉
を
可
能
に

し
、
低
価
格
の
小
麦
粉
が
提
供
さ
れ
、

唐
代
の
粉
食
全
盛
期
を
現
出
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
碾
磑
を
高
麗

こ

ま

の
僧
・
曇

徴
が
、わ
が
国
で
作
り
上
げ
た
と
い
う
。

『
養
老
令
』（
七
五
七
年
）
の
官
撰
注
釈
書

『
令
義
解

り
ょ
う
の
ぎ
げ

巻
一
』（
八
三
三
年
）
に
は
、

「
主
税
寮
頭
一
人
。
倉
庫
。
出
納
。
諸
国

の
田
租
。
舂
米

し
ょ
う
ま
い
。
碾
磑
を
掌

つ
か
さ
どる
」

と
、
碾
磑
を
管
理
す
る
役
人
も
存
在
し

て
い
る
。

さ
ら
に
『
令
義
解
　
巻
十
』
の
雑
令

の
「
取
水
灌
田
」
条
に
は
、
碾
磑
を
設

置
す
る
際
に
は
下
流
か
ら
行
え
、
と
灌

漑
用
水
確
保
の
た
め
の
注
意
事
項
ま
で

定
め
て
い
る
。
碾
磑
は
か
な

り
の
数
で
作
ら
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
記
録
か
ら
、
通

説
は
唐
朝
の
碾
磑
を
想
定

し
、
水
車
動
力
に
よ
る
挽
臼

が
作
ら
れ
、
稼
動
し
て
い
た

と
判
断
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
判
断
と
異
な

る
碾
磑
記
述
が
い
ま
一
つ
あ
る
。

私
撰
注
釈
書
の
『
令

り
ょ
う
の

集
解

し
ゅ
う
げ

巻
四
』

（
八
五
九
〜
七
七
年
）（
注
１
）

の

「
職
員
令
」
に
は
、

「
碾
磑

て
ん
が
い

水
碓

す
い
た
い（
み
ず
う
す
）

を
謂
う
也
。
米
を
作
る
を

碾
と
い
い
、
石
を
以
っ
て

碓た
い

（
う
す
）
と
為
し
、
木

を
以
っ
て
杵き

ね

と
為
す
。

麺む
ぎ
こ

を
作
る
を
磑
と
い
い
、

臼
杵
共
に
石
を
以
っ
て
作

る
也
」

と
あ
る
。

碾
磑
と
は
、
水
碓

み
ず
う
す

の
こ
と

で
、
円
運
動
を
す
る
挽
臼

ひ
き
う
す

で

は
な
く
、
上
下
動
す
る
搗
臼

つ
き
う
す

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
通
説

は
こ
の
記
録
を
見
落
と
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

碓た
い

と
は
、
杵
を
手
に
持
つ
か
わ
り

に
、
テ
コ
の
原
理
を
利
用
し
て
、
足

で
踏
み
つ
け
、
杵き

ね

を
上
下
さ
せ
る
搗つ

き

臼う
す

で
あ
る
。『
和
名
抄
』
は
、
こ
れ
を

「
賀
良
宇
須

か

ら

う

す

」
と
読
み
、
韓
臼
、
辛
碓

と
書
い
て
い
る
。

水
碓

す
い
た
い

（
み
ず
う
す
）
と
は
、
足
で

踏
み
つ
け
る
代
わ
り
に
水
の
重
み
を

利
用
す
る
。
足
で
踏
み
つ
け
る
部
分

に
水
槽
を
取
り
付
け
、
水
の
重
み
で

杵
を
上
下
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
槽
碓

そ
う
た
い

（
そ
う
ず
）
と
も
い
う
。「
し

し
お
ど
し
」
を
想
い
描
け
ば
い
い
。

こ
の
「
し
し
お
ど
し
」
の
名
称
は
古

来
よ
り
「
僧
都

そ
う
ず

」
と
書
い
て
い
る
。

曇
徴
は
、
円
運
動
を
す
る
挽
臼
の

碾
も
磑
も
作
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

動
力
源
の
水
車
も
作
っ
て
は
い
な
い
。

上
下
動
す
る
水
碓

み
ず
う
す

を
碾
磑

て
ん
が
い

と
誤
解
し

て
、
こ
れ
を
作
り
、
奈
良
朝
人
に
披

露
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
推
古
朝
の

時
代
は
挽
臼

ひ
き
う
す

は
な
く
、
水
車
も
作
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

こ
の
挽
臼
の
欠
落
が
小
麦
栽
培
の

失
敗
へ
と
導
い
て
行
く
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

〔
前
号
（『
フ
ー
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
』
第
十
七
号
）
の
訂
正
〕

三
頁
「
聖
一
国
師
像
」
写
真
説
明
中

翌
年
入
宋→

　
一
二
三
五
年
入
宋

『
日
本
書
紀
』の
碾
磑
記
録
は
誤
っ
た

元の水碾（すいてん）の図（『王禎農書』国立国会図書館所蔵）

注
１=

「
私
撰
注
釈
書
の『
令
集
解
』」＿
養
老
令
の
私
撰

注
釈
書
。
五
十
巻
（
現
存
三
十
五
巻
）。
明
法
家

の
惟
宗
直
本
（
こ
れ
む
ね
な
お
も
と
）の
撰
。
貞

観
（
八
五
九
〜
八
七
七
）
頃
の
成
立
。
そ
れ
ま
で

に
令
を
注
釈
し
た
諸
家
の
私
説
・
古
事
を
集
大
成

し
た
書
。（
三
省
堂
『
大
辞
林
第
二
版
』よ
り
）

誤

正

参
考
文
献

・『
つ
る
つ
る
物
語
』（
伊
藤
汎
著
、
築
地
書
館
）

・『
日
本
の
歴
史
８
』（
黒
田
俊
雄
著
、
中
央
公
論
社
）

・『
中
世
の
商
業
』（
佐
々
木
銀
弥
著
、
吉
川
弘
文
館
）

・『
日
本
書
記
』（
舎
人
親
王
の
撰
、
全
三
十
巻
、
系
図
一
巻

現
代
語
訳
日
本
書
記（
河
出
文
庫
）、養
老
四
年（
七
二
〇
））

・『
養
老
令
』（
全
十
巻
三
十
篇
、
大
宝
元
年（
七
〇
一
））

・『
令
義
解
』（
吉
川
弘
文
館
、
天
長
十
年（
八
三
三
））

・『
和
名
抄
』（
十
巻
本
、
廿
巻
本
、
承
平
年
間（
九
三
一
〜
九
三
八
））

・『
関
東
御
教
書
』（『
日
本
史
史
料
「
２
」
中
世
』
歴
史
研
究
会
編
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）

・『
令
集
解
』（（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
二
十
三
令
集
解
上
』

吉
川
弘
文
館
）、
天
徳
十
年（
八
六
八
）頃
）

復元された「唐臼」。水碓（みずうす）あるいは槽碓（そうず）とも呼ぶ（佐賀県有田町役場提供）



作
）
の
場
面
は
、
奈
良
時
代
後
期
の

紀
伊
国
（
現
在
の
和
歌
山
県
）
で
あ

る
。
猟
師
の
家
に
脚
の
付
い
た
大
き

な
平
坦
面
の
俎
板
が
据
え
て
あ
り
、

猟
師
が
獲
物
の
鹿
を
調
理
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

男
は
左
手
に
箸
を
持
ち
、
俎
板
の

右
端
に
は
庖
丁
が
置
か
れ
て
い
る
。

俎
板
の
上
で
鹿
を
解
体
し
た
の
で
は

な
く
、
鹿
肉
の
一
部
を
調
理
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
紹
介
す
る
絵
で
は
、
表
面
が

蒲
鉾
状
の
俎
板
が
登
場
す
る
。

絵
仏
師
・
大
輔
法
眼
尊
智

た
ゆ
う
ほ
う
げ
ん
そ
ん
ち

作
『
松

崎
天
神
縁
起
・
巻
五
』（
鎌
倉
時
代

中
世
期
に
み
る
俎
板
と
庖
丁

現
在
の
「
俎
板
」
は
平
た
い
板
が

一
般
的
だ
が
、
元
来
は
厚
み
の
あ
る

「
台
」
が
元
の
形
で
あ
っ
た
。
史
料

絵
画
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
中

に
、
厚
み
の
あ
る
外
形
で
表
面
が
蒲

鉾
状
に
膨
ら
ん
だ
も
の
が
登
場
す
る

が
、
こ
れ
が
「
俎
板
」
の
古
い
形
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
朝
廷
の
料
理
人
は「
切
机
」

と
も
呼
ば
れ
る
台
を
用
い
て
、
座
机

（
机
の
前
で
正
座
す
る
姿
勢
）
の
様

式
で
調
理
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
姿
勢
で
分
厚
い
肉
や
骨
を
切

り
刻
む
の
は
か
な
り
無
理
が
あ
る
こ

と
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
座
っ

た
姿
勢
で
も
庖
丁
に
力
が
入
る
よ
う

「
切
机
」
の
中
心
部
に
蒲
鉾
状
の
膨

ら
み
を
つ
け
、
そ
の
稜
線
を
巧
み
に

使
い
、
庖
丁
へ
の
力
を
一
点
に
集
中

さ
せ
て
、
平
坦
面
で
は
切
り
え
な
い

動
物
や
魚
の
堅
い
骨
や
筋
を
砕
い
た

り
、
切
り
離
す
の
を
容
易
に
し
て
い

た
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

奈
良
時
代
の
法
典
『
延
喜
式
』（
九

二
七
年
）
に
よ
る
と
、
天
皇
の
御
前

を
司
っ
て
い
た
内
膳
司
に
は
、
長
さ

三
尺
（
約
九
○
・
九
セ
ン
チ
）、
奥
行
一
尺

七
寸
（
約
五
十
一・
五
セ
ン
チ
）、
高
さ
八
寸

（
約
二
四
・
二
セ
ン
チ
）、
厚
さ
八
分
（
約
二
・
四

セ
ン
チ
）
の
俎
板
が
十
六
種
も
常
備
さ

れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
は
和
え

物
、
肴
、
鮮
魚
、
菜
、
菓
子
（
唐
菓

子
や
栗
、
橘
、
柿
等
の
木
菓
子
）
な

ど
七
つ
の
用
途
に
分
け
ら
れ
て
い

て
、
座
机
の
様
式
で
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
切
机
」
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
様
式
は
、

平
安
貴
族
の
宴
会
（
饗
宴
）
で
鯉こ

い

庖

丁
や
雉き

じ

庖
丁
を
演
じ
る
台
（
脚
付
の

俎
板
）
と
し
て
も
登
場
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
時
代
を
追
っ
て
、
そ
の

時
代
に
描
か
れ
た
史
料
絵
画
を
参
考

に
し
て
、
俎
板
の
形
状
と
調
理
の
方

法
な
ど
を
観
察
し
て
ゆ
く
。

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
史
料
絵

画
の
中
で
俎
板
が
登
場
す
る
初
期
の

も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
『
粉
河
寺

こ
か
わ
じ

縁
起
・
一
段
』（
平
安
時
代
後
半
の

監
修：

小
川
浩（
昭
和
女
子
大
学
講
師
）

古
い
時
代
、
我
わ
れ
の
先
祖
は
魚
介
類
だ
け
で
は
な
く
、
肉
類
、
野
菜
類
の
副

食
全
て
を「
肴な

」と
呼
ん
で
い
た
。
な
か
で
も
動
物
系
だ
け
は
本
格
的
な
食
べ
物
と

い
う
意
味
合
い
で「
ま
な（
真
魚
）」と
言
っ
て
い
た
。
こ
の「
真
魚
」を
料
理
し
、
神
前

に
供
え
る
た
め
に
用
い
た
板
や
台
が「
ま
な
い
た
」
で
、
字
は「
俎
」、「
俎
板
」、「
ま

な
板
」と
な
る
。
つ
ま
り「
俎
」
の
偏（
部
首
）の「
●ひ

と

」
は
肉
を
、
つ
く
り
の「
且そ

」
は

神
前
に
肉
を
供
え
る
台
を
意
味
し
て
い
る
。

「
俎
板
」
は
、
私
た
ち
の
調
理
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
が
、
そ
の
割
に
は
わ
が
国

で
の
生
い
立
ち
や
由
来
に
つ
い
て
馴
染
み
が
薄
い
存
在
だ
。
今
回
、
そ
の
歴
史
的

推
移
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

『松崎天神縁起 巻五』（絵仏師・大輔法眼尊智 国立国会図書館所蔵）

俎
板
（
ま
な
い
た
）
の
歴
史



後
期
の
作
）
で
、
銅
細
工
師
の
家
で

口
髭
を
た
く
わ
え
た
男
が
俎
板
の
上

で
魚
を
切
り
刻
み
、
そ
れ
を
五
徳
の

上
に
鍋
が
置
か
れ
た
囲
炉
裏
の
縁
に

立
て
て
い
る
。
こ
の
俎
板
は
表
面
が

蒲
鉾
の
よ
う
に
丸
み
を
も
っ
て
い
る
。

家
族
な
の
か
、
串
を
削
る
男
と
、
囲

炉
裏
の
火
の
番
を
し
て
い
る
子
ど
も

や
、
女
性
の
姿
も
部
屋
の
隅
に
描
か

れ
て
い
る
。

高
階
隆
兼
画
の
『
春
日
権
現
験
記

絵
・
巻
十
三
』（
鎌
倉
時
代
後
期
の

作
）
で
は
、
粟
田
口
（
京
都
）
の
青

蓮
院
に
稚
児
奉
公
す
る
少
年
の
自
宅

の
厨
房
で
使
用
人
た
ち
が
調
理
中
で

あ
る
。
鍋
を
か
け
た
囲
炉
裏
の
脇
で

は
、
表
面
が
平
ら
な
俎
板
の
上
に
載

せ
た
蓮
根
を
直
接
手
で
抑
え
庖
丁
で

切
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く

野
菜
専
用
の
俎
板
で
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
当
時
動
物
を
手
で

直
接
触
っ
て
調
理
す
る
こ
と
は
不
浄

と
さ
れ
て
い
た
が
、
野
菜
類
は
関
係

な
い
と
い
う
解
釈
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

沙
弥
如
心

し
ゃ
み
に
ょ
し
ん

画
の
『
慕
帰
絵
詞

ぼ
き
え
こ
と
ば

・

巻
五
』（
観
応
二
年
〈
一
三
五
一
〉
の

作
）
に
は
本
願
寺
三
世
覚
如

か
く
じ
ょ

の
屋

敷
の
厨く

り
や

の
絵
が
あ
る
。
多
く
の
使

用
人
や
弟
子
た
ち
が
饗
応
の
準
備

に
お
お
わ
ら
わ
で
あ
る
。
一
人
は

反
っ
た
形
で
低
い
脚
が
付
い
た
正

方
形
の
俎
板
の
上
で
、
ま
な
箸
と

庖
丁
を
使
い
鯉
を
捌
い
て
い
る
。

そ
の
様
子
は
庖
丁
儀
式
の
仕
草
と

同
じ
よ
う
に
み
え
る
。

庖
丁
師
と
庖
丁
式
の
出
現

中
世
前
期
の
武
家
社
会
に
な
る
と

鳥
獣
を
調
理
す
る
行
為
自
体
が
儀
礼

化
し
て
定
着
し
た
。
そ
し
て
、
室
町

時
代
に
は
庖
丁
師
な
る
専
門
職
人
が

輩
出
し
、
調
理
法
も
単
に
「
割か

つ

」

（
切
る
）
だ
け
か
ら
、「
割
」
と
「
烹ほ

う

」

（
煮
る
）
に
よ
る
調
理
へ
と
拡
が
っ

た
。こ

の
庖
丁
師
に
よ
る
儀
礼
化
の
元

祖
と
い
わ
れ
る
の
が
、『
四
條
流
庖

丁
書
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
延
徳
元

年
（
一
四
八
九
）
に
、
四
條
中
納
言
藤
原

山
蔭

や
ま
か
げ

が
定
め
た
庖
丁
式
を
多
治
見

た

じ

み

備
後
守

び
ん
ご
の
か
み

貞
賢

さ
だ
か
た

が
編
纂
し
た
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
調
理
が
儀
式

的
な
作
法
に
よ
り
”切
る
様
式
調
理
“だ

け
で
は
な
く
”見
せ
る
様
式
調
理
“に

変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
派
生
す
る
各
流
派
の
特
徴

は
、
作
法
や
仕
来

し
き
た

り
の
み
な
ら
ず
、

俎
板
の
寸
法
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。

例
え
ば
四
條
流
は
長
さ
二
尺
七
寸

五
分
（
約
八
三
・
三
セ
ン
チ
）、
大
草
流
は

三
尺
三
寸
五
分
（
約
一
○
一・
五
セ
ン
チ
）

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
庖
丁
儀

式
は
現
代
で
も
報
恩
寺
（
東
京
・
台

東
区
）
で
一
月
の
「
俎
開
き
」
行
事

な
ど
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

伝
・
掃
部
助

か
も
ん
の
す
け

久
国『
酒
飯
論

し
ゅ
は
ん
ろ
ん

絵
詞
』

（
室
町
・
桃
山
時
代
の
作
）
は
、
地

位
の
高
い
武
士
層
の
た
め
の
宴
会
の

準
備
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
俎
板
が
三
つ
置
か
れ
て
い

る
。
手
前
で
作
業
し
て
い
る
人
物
は
、

縁
側
に
腰
掛
け
て
平
た
い
俎
板
の
上
で

鳥
の
羽
を
む
し
っ
て
い
る
。

部
屋
で
は
二
人
の
庖
丁
師
が
、
脚

の
付
い
た
俎
板
で
宴
会
用
の
調
理
を

始
め
て
い
て
、
一
人
は
鳥
を
、
も
う

一
人
は
魚
を
調
理
し
て
い
る
。
庖
丁

師
の
脇
に
は
、
内
臓
が
取
り
出
さ
れ

鱗
も
削
り
取
ら
れ
て
下
拵
え
が
済
ん

だ
魚
が
容
器
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
食
材
の
種
類
別

（
鳥
獣
、
魚
、
野
菜
な
ど
）
に
専
用

の
俎
板
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

推
測
で
き
る
。

『
豊
国
祭
礼
図
』（
十
七
世
紀
初
頭

港（三軒屋）にあった遊里の賑わいを描いた屏風絵である。当時の産業、建築、漁労、船舶そして人間模様や風俗、食文化など、

での公開が禁じられております。

ができませんのでご了承ください。



の
作
）
は
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）

の
豊
国
臨
時
祭
を
描
い
た
も
の
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
野
外
に
設
営
さ

れ
た
幕
の
内
で
祭
礼
、
も
し
く
は

饗
宴
の
準
備
が
行
な
わ
れ
て
い
る

風
景
で
あ
る
。

そ
こ
で
庖
丁
師
が
四
本
脚
の
俎
板

で
鯉
を
調
理
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
庖
丁
式
が
屋
外
で
催
さ
れ

て
い
る
例
で
あ
る
。

次
の
絵
（
右
下
）
は
、様
々
な
俎

板
の
使
用
や
調
理
の
場
面
が
一
つ
の

屏
風
（
十
曲
一
隻
）
に
描
か
れ
て
い

る
貴
重
な
史
料
絵
画
と
し
て
ご
紹
介

す
る
。

『
川
口
遊
里
図
屏
風
』（
十
七
世
紀

中
葉
の
作
）
は
、
大
坂
・
木
津
川
河

口
の
港
に
あ
っ
た
遊
里
の
賑
わ
い
を

描
い
た
屏
風
図
で
、
絵
巻
物
の
よ
う

な
雄
大
な
光
景
で
あ
る
。

屏
風
全
体
で
は
、
俎
板
を
使
っ
て

い
る
場
面
が
九
例
も
描
か
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
宴
席
で
の
料
理
を
専

門
に
扱
う
庖
丁
師
が
携
わ
っ
て
い
る

が
、
こ
の
誌
面
で
は
、
そ
の
一
部
分

（
二
軒
の
板
場
で
の
調
理
風
景
）
に

つ
い
て
検
証
す
る
。

川
に
面
し
た
遊
里
の
板
場
で
は
、

襖
ひ
と
つ
隔
て
た
揚
屋
へ
の
仕
出
し

の
準
備
に
大
わ
ら
わ
の
料
理
人
の
様

子
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
調
理

に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
は
だ
れ
も

武
士
の
装
束
を
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
市
井
の
専
門
職
と
し
て
の
庖
丁

師
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

ま
ず
左
の
部
屋
の
庖
丁
師
は
、
長

方
形
で
や
や
大
型
の
表
面
が
蒲
鉾
型

の
脚
付
き
俎
板
の
上
で
、
ま
な
箸
を

使
い
鯉
を
調
理
し
て
い
る
。
切
断
さ

れ
た
魚
の
頭
は
俎
板
の
隅
に
作
法
通

り
に
立
て
て
置
い
て
あ
る
。

右
の
部
屋
に
は
二
つ
の
脚
付
き
俎

板
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
人

は
大
き
な
魚
を
調
理
し
、
も
う
一
人

は
根
菜
類
と
思
わ
れ
る
物
を
切
っ
て

い
る
。

同
じ
く
右
の
部
屋
の
片
隅
で
は
、

丸
み
を
帯
び
た
俎
板
ら
し
き
台
が
使

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
丸
い
台
の
よ

う
で
も
あ
り
、
現
在
で
も
中
国
料
理

の
厨
房
で
目
に
す
る
木
の
切
り
株
の

よ
う
だ
。
そ
の
上
で
二
人
の
男
が
素

手
で
血
だ
ら
け
の
鳥
を
捌
い
て
い

る
。
奇
妙
な
光
景
で
あ
る
。

左
の
部
屋
の
片
隅
に
は
、
擂
鉢

す
り
ば
ち

ら

し
き
器
を
素
足
で
か
か
え
な
が
ら
練

り
物
を
調
理
し
て
い
る
男
や
、
白
い

角
張
っ
た
調
理
済
み
の
料
理
を
お
盆

に
載
せ
て
運
ぶ
男
、
中
央
で
は
水
桶

を
運
ぶ
女
性
の
姿
や
扇
子
を
手
に
上

半
身
を
肌
け
、
火
の
上
の
焼
き
物
の

焦
げ
具
合
を
見
守
っ
て
い
る
男
が
い

る
。
一
方
、
右
の
部
屋
の
奥
で
、
焼

き
物
用
の
炭
を
扇
子
と
火
箸
で
火
を

熾お
こ

し
て
い
る
姿
な
ど
か
ら
も
、
こ
の

絵
は
江
戸
時
代
初
期
大
坂
の
食
の
豊

か
さ
の
み
な
ら
ず
、
庶
民
文
化
の
逞

し
さ
な
ど
多
く
の
こ
と
を
活
写
し
て

い
る
こ
と
が
判
る
。

江
戸
庶
民
文
化
と
俎
板

開
府
後
の
江
戸
の
町
は
、
京
の
文

化
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
こ
と

と
な
る
。
徳
川
家
康
に
よ
る
天
下
普

請
の
大
工
事
を
皮
切
り
に
、
全
国
か

ら
土
木
、
大
工
な
ど
を
中
心
と
す
る

様
々
な
専
門
職
人
達
の
流
入
を
促
進

さ
せ
、
各
種
産
業
の
勃
興
と
経
済
の

発
展
を
促
し
た
。

や
が
て
は
江
戸
が
百
万
を
超
す
巨

大
消
費
都
市
へ
と
変
貌
し
て
い
く
な

か
で
、
料
理
を
は
じ
め
と
す
る
食
文

化
の
豊
か
さ
が
大
い
に
花
ひ
ら
い
て

い
っ
た
。

そ
の
好
例
と
し
て
、
わ
が
国
初
の

料
理
本
と
さ
れ
て
い
る『
料
理
物
語
』

『川口遊里図屏風』（十曲一隻）は、江戸時代前期（明暦3年・1657）に誕生した新町に統合移転される以前の、大坂木津川河口の
近世の活力を読み取ることができる貴重な絵画史料である。 大阪市指定文化財（大阪歴史博物館所蔵）

所蔵権の関係でホームページ上

したがって当PDFで掲載することが



（
寛
永
二
〇
年
〈
一
六
四
三
〉
の
作
）
で

は
、「
庖
丁
き
り
か
た
の
式
法
に
よ

ら
ず
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
室
町
時
代

に
出
現
し
た
庖
丁
式
や
庖
丁
師
の

仕
来

し
き
た

り
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た

『
女

お
ん
な

諸し
ょ

礼れ
い

綾あ
や

錦に
し
き
』（
宝
暦
五
年
〈
一
七

五
五
〉
の
作
）
や
、『
女
寿
蓬
莱
台

お
ん
な
こ
と
ぶ
き
ほ
う
ら
い
だ
い

』

（
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
の
作
）
で
は
、

そ
れ
ま
で
女
性
の
庖
丁
師
は
皆
無
で

あ
り
女
性
が
ま
な
箸
を
使
っ
て
魚
を

調
理
す
る
姿
も
な
か
っ
た
が
、
こ
の

絵
で
も
わ
か
る
よ
う
に
女
性
が
庖
丁

と
ま
な
箸
の
使
用
を
い
か
に
も
奨
め

る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
女
性
を
対
象
と
し
た
料
理

等
に
関
す
る
ハ
ウ
ツ
ー
本
が
多
く
出

版
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は

俎
板
の
形
状
や

寸
法
等
を
中
心

に
絵
を
紹
介
し

て
き
た
が
、
次

に
江
戸
町
人
が

生
活
や
仕
事
を

通
し
て
身
に
つ

け
た
俎
板
の

便
利
な
使
用

方
法
を
ご
紹

介
す
る
。

左
図
は
葛
飾

北
斎
の
『
東
海
道
彩
色
摺
　
五
拾

三
次
　
い
し
べ
』（
享
和
〜
文
化
期

の
作
）
に
描
か
れ
た
俎
板
で
あ
る
。

こ
の
場
面
は
琵
琶
湖
に
近
い
「
石
部

宿
」
を
描
い
た
も
の
で
、
女
性
が
片

膝
を
立
て
俎
板
の
上
で
野
菜
の
類た

ぐ

い

を
調
理
し
て
い
る
。
下
駄
の
歯
の
よ

う
な
形
の
脚
付
き
俎
板
だ
が
、
そ
の

下
に
は
桶
が
置
い
て
あ
る
。
桶
を
使

用
す
る
理
由
は
、
調
理
し
や
す
い
高

さ
の
調
整
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
し
て
山
東
京
伝
の『
四
季
交
加

し
き
の
ゆ
き
か
い

』

（
寛
政
十
年
〈
一
七
九
八
〉
の
作
）
の

初
鰹
売
り
は
、
小
振
り
で
厚
み
も
薄

い
俎
板
を
篭
に
載
せ
て
持
ち
歩
い
て

い
る
。
商
売
上
裏
長
屋
の
狭
い
路
地

を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
に
は
便
利

な
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

法
橋

ほ
う
き
ょ
う

関
月

か
ん
げ
つ

の
『
日
本
山
海
名
産
図

会
』（
寛
政
十
一
年
〈
一
七
九
九
〉
の
作
）

で
も
、
土
佐
の
漁
村
で
漁
民
た
ち

が
総
出
で
鰹
を
調
理
し
て
い
る
。

彼
ら
は
桶
の
上
に
脚
の
な
い
俎
板

を
渡
し
て
動
き
や
す
い
立
ち
姿
で

作
業
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
大
蔵
永
常
著
の
『
日
用
助

食
竈か

ま
ど

の
賑
ひ
』（
天
保
四
年
〈
一
八

三
三
〉
の
作
）
や
漬
物
屋
の
主
人
が

著
し
た
と
い
う
『
漬
物
早
指
南
』

（
天
保
七
年
〈
一
八
三
六
〉
の
作
）
で

は
、
あ
り
ふ
れ
た
庶
民
の
生
活
を

表
現
し
た
も
の
で
、
下
駄
の
歯
の

よ
う
な
形
を
し
た
脚
を
付
け
た
小

型
の
俎
板
で
調
理
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
今
ま
で
の
庖
丁
師
が
使
用

し
て
い
た
も
の
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
小
型
に
な
っ
て
い
る
。

『四季交加』（寛政10年〈1798〉北尾紅翠斎・国立国会図書館所蔵）

『女諸礼綾錦』（宝暦5年〈1755〉・石村眞一著『まな板』より転載）

『東海道彩色摺五拾三次　いしべ』（葛飾北斎・墨田区蔵）



新
時
代
の
俎
板

脱
亜
入
欧
を
旗
印
に
、
西
欧
化
の

道
を
突
き
進
ん
だ
明
治
政
府
は
、
国

民
の
生
活
に
も
机
・
椅
子
の
普
及
を

推
進
さ
せ
た
の
だ
が
、
明
治
の
後
半

ま
で
は
都
市
部
で
あ
っ
て
も
そ
の
大

半
は
、
い
ま
ま
で
通
り
の
正
座
式
で

俎
板
を
活
用
し
て
い
た
。

そ
れ
で
も
新
時
代
は
、
（1）
女
性

の
家
事
労
働
の
軽
減
、
（2）
衛
生
観

念
の
徹
底
、
（3）
母
か
ら
娘
へ
伝
え

ら
れ
て
き
た
調
理
か
ら
、
学
校
な
ど

で
学
ぶ
調
理
へ
と
移
行
し
て
い
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
台
所
革
命
で
あ
る
。

こ
の
波
は
大
正
、
昭
和
の
時
代
を
迎

え
る
と
ま
す
ま
す
本
格
化
し
て
い

っ
た
。

つ
ま
り
膳
文
化
（
本
誌
前
号
に
記

載
）
で
見
て
き
た
と
お
り
、
一
般
家

庭
内
で
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な
ど
の

普
及
に
よ
り
日
本
人
の
生
活
が
、

「
座
る
」
か
ら
「
立
つ
」
生
活
へ
と

変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。

一
方
俎
板
は
、
今
ま
で
素
材
が
木

製
の
も
の
が
主
役
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
四
十
年
代
に
入
る
と
脚
も
厚
さ
も

な
く
な
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
素
材

と
す
る
小
型
な
も
の
が
主
流
と
な
っ

て
今
日
に
至
る
の
で
あ
る
。

俎
板
進
化
論

現
在
、
キ
ッ
チ
ン
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
売
り
場
を
注
意
深
く
観
察
し

て
み
る
と
、
最
近
で
は
切
っ
た
食

材
を
手
で
掴
ま
ず
、
俎
板
か
ら
直

接
鍋
な
ど
に
投
入
す
る
こ
と
の
で

き
る
、
折
れ
曲
が
る
素
材
の
「
俎

板
」
が
登
場
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
絵
を
描
く
と
き
の
パ
レ

ッ
ト
の
よ
う
な
小
型
の
「
俎
板
」
も

あ
る
。
そ
こ
に
親
指
を
指
し
、
豆
腐

な
ど
を
こ
ま
め
に
切
り
分
け
て
そ
の

ま
ま
鍋
に
入
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
光

景
は
、
割
烹
着
の
母
親
が
掌
の
上
で

豆
腐
を
賽さ

い

の
目
に
切
り
、
そ
れ
を
味

噌
汁
鍋
に
入
れ
て
い
た
姿
を
彷
彿
と

さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
若
い
主
婦
や

単
身
者
に
評
判
が
良
い
と
い
う
。

最
後
に
、「
俎
板
の
歴
史
」
を
ま

と
め
て
み
る
と
、
ど
ん
な
料
理
に
も

食
材
を
加
工
調
理
す
る
段
階
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
と
き
の
道
具
が
作
業

台
（
俎
板
）
と
庖
丁
で
あ
る
。

つ
ま
り
庖
丁
を
用
い
て
食
材
を
切

る
な
ど
調
理
を
す
る
際
、
必
ず
台

（
俎
板
）
上
で
切
ら
な
け
れ
ば
、
目

的
通
り
の
料
理
は
作
れ
な
い
だ
ろ
う

し
、
ひ
い
て
は
満
足
な
食
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
調
理
す
る
と
い
う

行
為
の
中
で
俎
板
だ
け
が
独
立
し
て

存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま

で
も
庖
丁
と
一
体
化
し
て
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
私
た
ち
が
満
足
の
い
く
食
生
活

を
送
る
う
え
で
、
庖
丁
と
共
に
俎
板

の
存
在
は
意
外
に
重
要
な
存
在
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。

た
か
が
「
俎
板
」、
さ
れ
ど
「
俎
板
」

な
の
で
あ
る
。
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